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　これから始まる新しい小学校生活。まだ少し大
きなランドセルには、たくさんの夢と希望が詰
まっています。
　友達をいっぱいつくって、元気で楽しい毎日を
送ってくださいね。

今月の表紙は
「ピカピカの1年
生」　令和6年度当初予算が先の定例会で可決されま

した。今月号の特集で詳しく紹介していますが、
価格高騰の影響など厳しい財政状況の中でも、市
民の皆さまが真に求める施策やサービスを提供で
きるよう、できる限りの事業を盛り込んでいます。
　古河市の持続的な発展につなげるため、5つの
重点施策を軸としながら全力で市政運営に取り組
んでまいります。
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全国へ、そして世界へ
古河のモノづくり力

＜特集＞
令和6年度施政方針/
古河市の予算

◆「愛・あい号」のWEB予約が始まり
　ました
◆市の組織機構の一部が変わりました/
　合理的配慮の提供支援に係る助成が始
　まりました
◆サンワ設計ネーブルパークリニューア
　ル第1弾/茨城県リスキリング推進企業
　等表彰で市内企業が表彰されました

健康百科/私のオススメ!!
キラリ古河ビト
今月の古河っ子/わたしの夢
古河歴史見聞録
図書館の本棚から/ファインダー越しの
昭和時代
まちの話題Report！
古河っ子だより
古河インフォメーション
お知らせページ/広告
わたしのこがでくらすと/読者アンケー
ト
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■会社概要

～住まう人使う人を考えて～

旭木材工業株式会社

▲CAD/CAMシステムの画面。木造住宅の構造部品を製造(左
上・下)。この材料をテーブルなどに加工して販売しています(右)

会社名：旭木材工業株式会社
住所：釈迦1286(本社)、下大
野2000(工場)
電話番号：92-0815(本社)
従業員数：40人
年商：14億円(2023年)

　
当
社
は
、
１
９
４
４
年
に
浅
草
で
創
業

し
た
材
木
屋
で
す
。
全
国
か
ら
集
め
た
さ

ま
ざ
ま
な
木
材
を
適
材
適
所
に
使
用
し
、

安
心
安
全
な
住
宅
の
基
本
と
な
る
構
造
材

を
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
で
生
産
す

る
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
を
配
電
盤
茨
城
団
地

内
に
構
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
木
材
を
扱
い
木
造
住
宅
に
関
わ

る
こ
と
は
「
炭
素
を
貯
蔵
し
て
い
る
商

品
」
を
お
客
様
に
長
期
に
わ
た
り
使
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
つ
な
が
り
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
大
き
な
貢
献
を
し
て

い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
創
立
80
年
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
社
員
と
共
に
１
０
０
年
企
業
を
目
指

し
頑
張
り
ま
す
。
木
材
・
住
宅
の
こ
と
な

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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令 和 6 年 度 施 政 方 針

市
政
運
営
の
基
本
方
針

　
令
和
6
年
は
、
私
が
市
長
に
就
任
し
て

か
ら
8
年
目
と
な
る
2
期
目
の
区
切
り
の

年
で
す
。
就
任
以
来
、
私
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
続
け
る

中
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
負
託
に
応
え

る
べ
く
、
市
民
誰
も
が
ふ
る
さ
と
古
河
を

誇
り
に
思
い
、
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
市
政
に

邁ま
い

進し
ん

し
て
き
ま
し
た
。

　
い
つ
の
時
代
も
未
来
を
切
り
拓ひ

ら

く
の
は

「
人
」
で
す
。
気
候
変
動
や
少
子
高
齢
化

な
ど
が
深
刻
化
す
る
不
確
か
な
時
代
に
お

い
て
、
市
民
目
線
に
立
っ
た
政
策
に
重
点

を
置
き
、
未
来
を
切
り
拓
く
事
業
を
全
力

で
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。
誰
も
が
生
き

生
き
と
輝
く
明
る
い
未
来
に
向
け
て
、
職

員
と
共
に
創
造
性
を
発
揮
し
、
古
河
市
の

進
化
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
6
年
度
は
、
第
2
次
古
河
市
総
合

計
画
の
基
本
理
念
で
掲
げ
る
「
華
の
あ
る

都
市
古
河
」
を
目
指
し
て
、
今
後
4
年
間

に
わ
た
る
市
政
運
営
の
指
針
と
な
る
第
Ⅲ

期
基
本
計
画
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
社
会
課
題
の
解
決
と
持
続
可
能
な
未

来
を
創
造
す
る
た
め
、
基
本
目
標
に
応
じ

た
重
点
施
策
に
つ
い
て
、
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
発
展
的
か
つ

持
続
的
な
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
に
お
け
る
市
政
運
営
の
基
本
方
針
お
よ

び
、
未
来
を
見
据
え
輝
く
古
河
市
を
創
造
す
る
た
め
の
主

要
施
策
等
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

古河市長古河市長

針谷力針谷力

ま ち
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>>>>>

古河市の持続的な発展につなげる
市 政 運 営 の 基 本 方 針

地
域
の
特
性
を
活い

か
し

た
、
仕
事
を
つ
く
る

１つ
　
世
界
的
に
も
自
然
環
境
と
都
市
機
能
の

調
和
が
重
要
視
さ
れ
る
中
、
大
き
な
転
換

点
を
迎
え
て
い
る
の
が
ま
ち
づ
く
り
で

す
。
歴
史
あ
る
文
化
や
豊
か
な
自
然
な

ど
、
多
様
な
顔
を
持
つ
古
河
市
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
引
き
出
す
た
め
、
地
域
未
来
投

資
促
進
法
を
活
用
し
た
官
民
連
携
に
よ
る

新
た
な
産
業
基
盤
の
整
備
に
よ
り
、
地
域

経
済
の
好
循
環
と
新
た
な
雇
用
の
創
出
を

目
指
し
ま
す
。

移
住
と
定
住
を
促
し
、
新

し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る

２つ
　
14
万
人
の
市
民
一
人
一
人
が
、
次
な
る

時
代
の
ゲ
ー
ム
メ
イ
ク
を
担
う
存
在
で

す
。
１
０
０
年
先
も
豊
か
さ
に
あ
ふ
れ
る

持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
し
、
定
住
に
目

を
向
け
た
新
た
な
住
宅
支
援
策
を
始
め
ま

す
。
ま
た
、
愛
着
や
誇
り
で
あ
る
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
を
向
上
さ
せ
る
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
に
よ
り
「
こ
が
で
く
ら
す
と
」
の
言
葉

に
続
く
ま
ち
の
魅
力
を
み
ん
な
で
共
有
す

る
こ
と
で
、
ま
ち
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。

3つ

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

　
今
日
の
子
育
て
環
境
に
お
い
て
、
子
育

て
世
帯
は
将
来
へ
の
不
安
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
小
中
学
校

の
学
校
給
食
費
の
無
償
化
や
、
中
学
生
の

悩
み
や
不
安
を
可
視
化
す
る
ツ
ー
ル
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
成

長
し
、
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支

援
の
手
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
子
育
て
世

帯
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

4つ

安
心
な
暮
ら
し
を
守
り
、

魅
力
的
な
地
域
を
つ
く
る

　
災
害
時
の
市
民
一
人
一
人
の
防
災
意
識

を
高
め
る
た
め
、
効
果
的
な
施
策
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
消
防
団
活
動
に
不
可
欠

な
資
機
材
の
充
実
を
図
り
、
地
域
の
防
災

力
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、
秋
頃

に
は
古
河
駅
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
地

内
に
民
間
の
商
業
施
設
が
開
業
予
定
で
あ

り
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
が
創
出
さ
れ
ま
す

の
で
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
周
辺
環
境

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

5つ

Ｇ
Ｘ
・
Ｄ
Ｘ
の
加
速

　
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
環
境

基
本
計
画
で
掲
げ
る
「
人
と
自
然
が
共
生

し
、
豊
か
な
環
境
・
歴
史
を
未
来
に
つ
な

ぐ
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
省
エ
ネ
診
断
を

行
う
中
小
企
業
の
脱
炭
素
経
営
を
支
援

し
、
産
業
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
つ
な
げ

ま
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｘ(

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン)

は
単
な
る
業
務

の
効
率
化
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
窓
口
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
や

C

チ
ャ
ッ
ト

hatG
PT

の
活
用
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
で

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
実
感
で
き
る
よ

う
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
を
加
速
し
ま
す
。
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その他の取
・ ・ ・ ・

り組み

地域の特性を活
い

かした、仕事をつくる

詳細は
市ホームページで

確認できます

新たな産業用地の創出 ▶1億1,630万円

　未来産業用地開発事業として官民連携による新たな産業基盤の
整備により、地域経済の好循環と新たな雇用の創出を目指しま
す。「大堤地区」では、開発に向けた課題と対応策を検討するた
めの基礎調査を実施します。市内外から多くの人が集まる環境づ
くりと市の魅力向上を目指した新たなまちづくりの拠点整備に取
り組みます。「東山田・谷貝地区」では、立地企業の一日も早い
稼働に向け、造成開始に合わせて周辺の道路や水路の整備を進め
るなど、さまざまな支援を行います。

移住と定住を促し、新しい人の流れをつくる

継続

移住・定住の促進 ▶5,700万円

　100年先も豊かさにあふれる持続可能なまちを目指し、定住に
目を向けた新たな住宅支援策を始めます。39歳以下の若者世帯
や15歳以下の子どもを養育する子育て世帯の市内定住を促進す
るため、若者・子育て世帯まちなか住宅取得奨励金を新設します。

市の魅力発信 ▶3,542万円

　市への愛着や誇りを向上させるブランド戦略を引き続き進めま
す。今年度は市民を巻き込んで市の発信力を高めるために、動画
制作やSNSの効果的な活用方法を学んで実践するワークショッ
プを開催します。また特設ウェブサイトでは、市外からの視点を
取り入れた記事や市内企業と連携した記事を追加し、さらなる内
容の充実を図ります。

継続

新規

新規
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>>>>>

と令和 6 年度

カーボンニュートラルの推進 ▶943万円
　中学校への「押しかけ講座」を小学校にも拡大し、カーボン
ニュートラルを身近なこととして取り組める人材を育成します。
また企業による取り組み拡大を目指し、省エネ診断補助金の対象
業種を全業種に広げ、配電盤茨城団地と進めているグリーン化の
取り組みを市内全体へと推進していきます。

　災害時に必要な備蓄品の適切な管理と切れ目ない輸送のため、民間物流事業者との連携を始
めます。また水害を想定した地域防災訓練では、浸水想定の深い区域に住む避難行動要支援者
の民間バスを使った避難や、市民の自家用車による避難訓練などを行います。

GX・DX の加速

安心な暮らしを守り、魅力的な地域をつくる

５つの重点施策

拡充

自治体DXの推進 ▶2,537万円
　今年度の新しい取り組みとして、市民の利便性向上を図るため、主な窓口やオンライン申請
時のキャッシュレス決済機能を導入します。またAI活用の観点から、行政事務の効率化を図
るためにC

チ ャ ッ ト

hatGPTを導入し、活用を推進します。

拡充

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

小中学校給食費の無償化 ▶4億3,221万円

　物価高騰による子育て世帯の経済的負担を軽減するため、今年度は小中学校に通う児童生徒
の学校給食費を無償化します。

生徒の精神不調を可視化するITツールの導入 ▶142万円
　自殺リスクや精神不調を可視化するツール「R

ラ ン プ ス

AMPS」を中学校に導入します。悩みや不安
を抱える生徒の心身状態を知ることで、学校での支援の必要性を早期に判断し、さまざまな問
題行動の予防を図ります。

新規

新規

防災力の強化 ▶2,254万円拡充
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保険適用外不妊治療への支援 ▶300万円

　先進医療など保険適用外治療費の自己負担額が高額になる場合があることから、不妊治療に取り組む夫婦
を支援するため、保険適用外の治療費に対して市独自の助成を行います。

新規 帯状疱疹ワクチン任意接種費用の助成 ▶3,612万円

　重症化すると後遺症が残る危険性がある帯状疱
ほ う

疹
し ん

について、発症率が高くなる50
歳以上の市民を対象にワクチン接種にかかる費用の一部を助成します。

古河第一中学校の長寿命化 ▶5億306万円

　古河第一中学校の校舎と体育館の長寿命化対策に引き続き取り組みます。今年度
は体育館の改良工事を実施し、生徒が安全で安心して学べる教育環境を整備します。

小中学校等避難所施設への空調機設置 ▶5,155万円

　指定避難所である小学校15校と中学校6校の体育館に空調設備を設置するため、実施設計を行います。ま
た三和図書館の空調設備とトイレ改修の実施設計を行い、避難所としての機能強化を図ります。

互いに支え合うまちづくり健康福祉

人が育ち文化の息づくまちづくり教育文化

新規

新規

(仮称)古河市新公会堂整備に向けた検討 ▶3,675万円

　(仮称)古河市新公会堂の整備内容を具体的に示すため、昨年度に作成した基本調査報告書を基に、市民が
求めている役割や機能を整理し、市民委員会で議論を行い基本構想・基本計画に反映していきます。

継続

合理的配慮の提供支援に係る助成 ▶45万円

　障がい者の社会的障壁を解消する取り組みとして、事業者などがコミュニケーションツール作成等の合理
的な配慮に必要な費用を助成します。この取り組みにより、障がい者の社会参加を促進するとともに「障が
いのある人もない人も、ともに心豊かに安心して暮らせるまち」の実現を目指します。

新規

新規 第3次男女共同参画プランの策定 ▶285万円

　一人一人が自分らしく輝き、心豊かに生活できる男女共同参画社会の実現を目指し
ます。今年度は、市民・事業所意識調査やこれまでの計画の評価を踏まえて第3次男
女共同参画プランを策定します。

地域のみんなでまちづくり市民協働

継続
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>>>>>

拡充 古河市賑わい創出プロジェクト(公園施設の整備) ▶9,833万円

　市内の観光拠点として位置付けている古河公
く

方
ぼ う

公園、サンワ設計ネーブルパークを
より魅力的な空間にするために公園施設の整備に取り組みます。古河公方公園は昨年
度に整備したカキツバタ園の拡張と園路整備を行い、サンワ設計ネーブルパークは
キャビンエリアの改修とサウナを新設し、来園者の増加を図ります。

空き家を活用したモデル住宅の整備 ▶3,033万円
　空き家を活用した住宅政策推進のため、市外の若者世帯を対象にリフォームした空
き家のサブリース(転貸)賃貸をモデルケースとして実施します。空き家の利活用や若
者世帯に対する移住定住の効果を検証し、新たな住宅政策の展開を目指します。

官民連携による窓口運営 ▶2億5,542万円
　業務の最適化と質の高いサービスが受けられる窓口を実現するため、今年度から市
民総合窓口業務の民間委託化を行い官民連携による窓口運営を開始します。事業者が
有するスキルやノウハウを最大限に活用することで、効果的かつ効率的な市民サービ
スを実施するとともに市民満足度の向上を図ります。

新規

新規

魅力的で利便性の高いまちづくり都市基盤

まちづくりを支える行政経営行財政

生活環境 安全で快適なまちづくり

継続 古河市賑わい創出プロジェクト(観光イベントの拡充と拠点施設の充実) ▶7,293万円

　地域の強みを生かしさらなるにぎわいを創出するため、既存観光イベントの拡充や観光拠点の充実を図り
ます。桃まつり(令和7年3月)のサイドイベントの開催や、道の駅まくらがの里こがにおいて新商品の開発・
販売を行います。

花火大会の開催 ▶3,000万円

　観光客の市内回遊や交流人口の増加を目的に、5年ぶりに夏の風物詩である花火大
会を開催します。安全に開催するため関係機関と調整を進め、地域活性化を図ります。

活気とにぎわいのあるまちづくり産業労働

拡充

拡充

拡充 防災行政無線システムの機能強化 ▶7,970万円

　耐用年数経過のため、防災行政無線のシステム更新を実施します。更新に伴い、放送と同時に防災防犯メー
ルやSNSなどで無線内容の一斉配信を可能にすることで、災害時等における情報伝達力を強化します。
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今
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初
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４・５
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比
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て

２
５・５
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％)

の
増
額
と
な
り
、

過
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大
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額
と
な
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ま
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た
。

　
予
算
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成
に
お
い
て
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古
河
市
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略

方
針
２
０
２
４
」
で
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点
的
に
取
り
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施
策
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し
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掲
げ
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域
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し
た
、
仕
事
を
つ
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る
」「
移
住
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住
を
促
し
、
新
し
い
人
の
流
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世
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・
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え
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」「
安
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暮
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な
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Ｘ
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Ｄ
Ｘ
の
加
速
」
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た
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に
重
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。

　
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
な
が

ら
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時
代
の
変
化
に
応
じ
た
課
題
に
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戦

す
る
た
め
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

古河市の予算
一般会計544.5億円

（前年度比 4.9％増）

令和6年度

　市税は定額減税に伴い209.2億
円(前年度比2.3億円減)を見込み
ますが、定額減税による減収分
(6.2億円)を含めると実質的には
過去最大となります。

＝215.4億円
　　(過去最大)

＋
R6当初：209.2億円

定額減税：　6.2億円

■市税

市税 実質的には過去最大

一般会計 歳入
古河市に入るお金の内訳

　市が自ら徴収するお金
である自主財源に対し、
国から定められた目的の
ために交付されるお金を
依存財源と言います。そ
のため、自主財源の割合
が大きいほど、行政運営
がしやすくなります。

自主財源と
依存財源とは？

市債
32.6億円

6.0％

544.5億円

歳入  自主財源
44.7％

 依存財源
55.3％

地方自治体の税収の
差を調整するために

国から配分されるお金

諸収入
5.3億円

1.0％
その他
17.7億円

3.3％

使い道が指定された
国や県からのお金

国・県支出金
142.3億円

26.1％

地方交付税
73億円
13.4％

その他
53.3億円

9.8％

繰入金
11.1億円

2.0％

公共施設整備など
特定の目的に

充てる市の借金

個人や法人が納める
市民税、土地や家屋
などに課税される
固定資産税など

市税
209.2億円

38.4％
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>>>>>

200

企業会計とは…
自らの収益で運営している上下水道事業の
ことです

一般会計とは…
市の基本的な仕事(福祉、教育など)を行う
予算です。主に市税で賄っています

特別会計とは…
国民健康保険など特定の事業を行うために、
一般会計と分けて設けられている独立した
予算です(全6会計)

40 60 80 100

一般会計
544.5億円

57％

特別会計
290.7億円

31％

企業会計 110.1億円
　　12％

令和6年度の全ての予算：945.3億円

（単位：％）

古河市が支払うお金の内訳

一般会計 歳出

　扶助費や人件費など、
支出が義務付けられてい
るため簡単に削減できな
い経費を義務的経費と言
い、道路や学校などの建
設に要する経費を投資的
経費と言います。

義務的経費と
投資的経費とは？

歳出は扶助費が増加
　扶助費は高齢化の進展や障がい
福祉サービス費の増加、また子育
てをしている人たちへの支援拡充
により年々増加しています。合併
直後に比べ、92.4億円増加(2.5倍)
し過去最大の予算額となります。

＋92.4億円
H18決算：61億円
R6当初 ：153.4億円

■扶助費の増加額

※端数処理により数値が一致しない場合があります。

投資的経費
8.4％

544.5億円

歳出
その他の経費
40.0％

人件費
76.7億円

14.1％
職員の給与や

議員の報酬など

市債(借金)の償還
道路、学校などの
建設に要する経費

事業や団体等の
補助に要する経費

公債費
50.8億円

9.3％

普通建設事業費
45.9億円

8.4％

補助費等
66.1億円

12.1％

その他
10億円

1.9％

義務的経費
51.6％

施設などの管理に
要する経費

物件費
88.7億円

16.3％

特別会計や企業会計に
支出する経費

繰出金
52.9億円

9.7％

保健・医療・福祉などの
社会を支える経費

扶助費
153.4億円

28.2％
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　5月から、2つのコースを走るバスがEV(電気自動車)車両に変わり
ます。脱炭素政策の推進を図るため、カーボンニュートラル社会実現
に向けた取り組みです。ぜひ、ご利用ください。

「愛・あい号」のWEB予約が始まりました
　「電話がつながりにくい」を解消するために4月からWEB予約が始まりました。「愛・あい号」は、同じ
時間帯に何人かと乗り合いで、それぞれの目的地に向かうタクシーです。例えば自宅から病院、古河駅から
買い物先など、市内の行きたい場所(市外では茨城西南医療センター病院のみ可能)に送迎します。

【問】 交通防犯課℡92-3111

距離 運賃 備考

5km未満 300円
小学生は100円
未就学児は無料5km～10km未満 500円

10km以上 800円

　利用登録票を 交通防犯課、 市民総合窓口室のいずれかへ提出、またはWEB登録
をしてください。利用登録証が自宅に届き次第予約が行えます。

① 利用登録

　①名前②電話番号③利用日時④出発地⑤目
的地⑥シルバーカー利用の有無を伝えると利
用料金が案内されます。

　タクシーが乗り合わせる人を順番に迎えに行きます。予約時間に出発地でお待ちいただき、
料金は乗車時に現金でお支払いください。チケットをお持ちの人は引き続き利用できます。

　運転免許を自主返納・失効した人に「ぐるりん号」か「愛・あい号」のチケッ
ト12,000円分を交付しています。運転に不安を感じた人は返納をご検討ください。
対象　65歳以上
持参物　運転免許証取消通知書、運転経歴証明書など
申込　 交通防犯課、 市民総合窓口室のいずれかで申し込み
※1人1回まで。

　パソコンやスマートフォンでログインID
とパスワードを入力し、①出発地②目的地③
利用日時を入力すると利用料金が表示されま
す。

【電話】利用日2日前の7時30分から開始

【WEB】利用日2日前の0時から開始
「愛・あい号」予約センター

受付時間
月～金曜日：7時30分～16時30分
土曜日：7時30分～14時30分
予約専用ダイヤル℡91-0541

運行日　月～金曜日：8時～17時、土曜日：8時～15時

② 予約

③ 利用当日

免許返納で「ぐるりん号」か「愛・あい号」で使えるチケットを交付

ぐるりん号の北・西コースがEV車両に変わります！
～魅力ある古河市の未来に向かって疾走するEVバス～

詳細は
こちら
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　市の組織機構の一部が変わりました
　市では、さらなる市民サービスの向上や業務の効率化を目指し、組織機構を見直しました。それに伴い、
一部業務の所管課が新しくなりました。

【問】 企画課℡92-3111

新設した部署

※「子ども福祉課」を分割再編、子ども家庭連携推進室を統合。

文化振興課(古河庁舎) 文化振興、文化財保護、博物館等を所管・・・

こども政策課(総和庁舎)

保育課(総和庁舎)

こども政策、児童手当、児童扶養手当等を所管

保育所、幼稚園、認定こども園等を所管・・・

・・・

所管課を変更した業務 ● 空き家に関する相談・補助金等　➡ 営繕住宅課

　「障がいのある人もない人も、ともに心豊かに安心して暮らせるまち」を目指し、事業所等が行う合理的
配慮の提供に係る費用を一部助成します。事業者等は、実施したい内容を市にご相談ください。

【問】 障がい福祉課℡92-4919

合理的配慮とは？
　障がいのある人が社会の中で遭遇する、困りごと・障壁を「取り除いてほしい」
と意思表示した場合、店舗や事業者等が過度な負担にならない範囲で配慮や対応を
することです。

合理的配慮の提供支援に係る助成が
始まりました

対象経費 具体例 上限額 対象

コミュニケーション
ツール作成費等

・点字メニュー
・会話ボード
・音声コードを用いたチラシ

10,000円

飲食・物販・医療など、不特定多数の人
の利用が見込まれる事業を行う事業者等物品購入費 ・折り畳みスロープ

・筆談ボード 50,000円

工事施工費
・段差解消工事
・手すり設置工事
・トイレ工事

100,000円
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茨城県リスキリング推進企業等表彰で
市内企業が表彰されました

　2023年度茨城県リスキリング推進企業等表彰で、市内企業のト
モヱ乳業株式会社が「グッドプラクティス賞」、税理士法人報徳事
務所が「奨励賞」を受賞しました。
　この賞は、企業人のリスキリングの推進に積極的に取り組み、
顕著な成果があった企業を表彰するものです。リスキリングとは、
企業・企業人が意欲的に必要なスキルを獲得する・させることで、
企業および社会全体の生産性が向上していくことが期待されるも
のです。

【問】 商工観光課℡22-5111
▲左から近藤副市長、トモヱ乳業㈱の中田社
長、税理士法人報徳事務所の赤岩理事長

サンワ設計ネーブルパークリニューアル第1弾
　サンワ設計ネーブルパークの魅力をより引き出すために、施設のリニューアルを進めています。第1弾と
してキャンプエリアが生まれ変わり、公園入口にパーゴラ(日陰棚)も設置されました。また、この事業は令
和7年度まで続き、キャビンエリアや平成館もリニューアル予定です。ぜひ、ご利用ください。

【問】 都市計画課℡76-1511

リニューアルされた空間で、新たな魅力を体感してください

キャンプエリアコンセプト

おいしい　ととのう　ねむる　“ユラギのモリ”

名称 特徴や用途

Makigama BBQ まき窯もできるバーベキュー場
Takibi field たき火を囲んだ安らぎ空間

Lounge 多目的なくつろぎ空間
&kiosk 販売やインフォメーション

Yuragi camp 自然を感じるキャンプサイト
Camp center 受け付け、備品貸し出し施設

▲Makigama BBQ ▲パーゴラ(日陰棚)▲Lounge内観
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ブラク
古河市からJリーグを目指すサッカークラブ

こがキラメンバー　がんちゃん

【クラブプロフィール】
設立：2023年1月
代表：坂本修平氏
事業：サッカークラブ・
地域スポーツイベント運
営

古河シティFC

コレステロールと動脈硬化

詳細はこちら

　コレステロールは、新しく細胞が生まれるための
必須栄養素です。また、ホルモンの中にはコレステ
ロールがないとつくられないものもあります。た
だ、ご存じの通りコレステロールは動脈硬化の一番
の原因物質です。動脈硬化は血液中に余ったコレス
テロールが血管壁の中に取り込まれて固まることで
起こるからです。

　コレステロールは肝臓でタンパクと一体化されて
血液に溶けやすい形にされた後、体中に運ばれて必
要とされる所で利用されます。タンパクと一体化さ
れたものは大きさと重さに違いがあり、LDLや
HDLコレステロールなどに分けられます。このう
ちLDLコレステロールは悪玉コレステロールと呼
ばれ、動脈硬化の原因にもなる物質です。一方、

HDLコレステロールは善玉コレステロールと呼ば
れ、LDLコレステロールを肝臓に連れ戻して分解
し、動脈硬化を予防する働きをします。つまり、
LDLコレステロールの多い人やHDLコレステロー
ルの少ない人が動脈硬化を起こしやすいわけです。
　通常、LDLコレステロールの値は120mg/dl未満
がベストで、160mg/dl以上が危険と判断され、
HDLコレステロールは40mg/dl未満が危険とされ
ます。LDLコレステロールは食べ物の影響を受け
るため、カロリーや動物性脂肪などの取り過ぎで増
えます。一方、HDLコレステロールは運動で増や
すことが可能です。
　健診などでコレステロールが高いと指摘された人
は、動脈硬化予防のため食事に気を付けて運動をす
るのがいいですね。それでも改善されない時は医師
に相談しましょう。

【問】古河福祉の森診療所　赤荻榮一医師℡48-6521

2種類のコレステロール

　「サッカーを通じて古河を盛り上げたい」とい
う思いで設立され、古河市をホームタウンとする
クラブチームです。今年は茨城県リーグ2部で活
動しており、1部昇格を目指しています。
　試合の日にはシティブルーのユニフォームを着
て、大人も子どももみんながサッカー場で古河シ
ティFCを応援する。そんな日が来るのが楽しみ
です。
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。

　
一
方
で
「
た
だ
楽
し
い
こ
と
だ
け
を
表

現
す
る
の
で
は
な
く
、
昨
今
の
問
題
や
課

題
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
必
要
」
と
力
強

く
語
る
一
色
さ
ん
。
歴
史
を
知
り
、
戦
争

な
ど
の
問
題
を
人
ご
と
と
し
て
捉
え
る
の

で
は
な
く
、
一
人
一
人
が
自
分
の
事
と
し

て
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
言
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
本
を
読
み
、
子
ど
も
た
ち
に

は
こ
れ
か
ら
の
世
の
中
に
目
を
向
け
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
と
話
す
、
一
色
さ
ん
の
優
し
い
ま
な
ざ

し
が
印
象
的
で
し
た
。

一い

っ

色し

き

悦
子
さ
ん(

82
歳
・
長
谷
町)

過
去
を
知
り
未
来
に
目
を
向
け
て

　
数
々
の
作
品
を
執
筆
し
、
昨
年
の
秋
に
も
新
作
の
児
童
文

学
『
荒
野
に
ふ
た
ば
町
を
建
て
る　
安あ

積さ
か

原げ
ん

野や

と
谷や

中な
か

村む
ら

の

川
』(
随
想
舎)

を
出
版
し
た
一
色
さ
ん
。
こ
の
作
品
は
市
内

中
学
校
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
り
作
品
と
向

き
合
う
一
色
さ
ん
に
、
児
童
文
学
作
家
に
な
っ
た
き
っ
か
け

や
、
作
品
を
通
し
て
伝
え
た
い
思
い
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

40
年
以
上
執
筆
活
動
を
続
け
る
児
童
文
学
作
家

▲作品をぜひ、ご覧ください ▲古河文学館での作品展に合わせた講演▲自宅のリビングで執筆します
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お子さんの写真を募集中！ ＜対象＞ 0〜3歳の市内在住のお子さん　＜応募方法＞ メール・電話で受付中。メールの
場合は件名を「今月の古河っ子応募」とし、本文に「お子さんの氏名(ふりがな)・生年月日・父母の氏名・住所・電話
番号」を明記し、city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp( シティプロモーション課℡92-3111)へ申し込みください♪

いい子が育つ古河

もうすぐ1歳★癒やしをあ

りがとう！

中
な か

田
だ

侑
ゆ う

斗
と

 くん
(令和5年4月生まれ)

にっこり笑顔がそっくり！

　楽しい毎日をありがとう

小
こ

松
ま つ

永
え

奈
な

 ちゃん(下)
(令和2年4月生まれ)

毎日愛が溢れています

上
う え

野
の

俊
しゅん

磨
ま

 くん
(令和4年11月生まれ)

4人きょうだいの末っ子。

明るく元気に育ってね

塚
つ か

原
は ら

蒼
そ う

 くん
(令和4年10月生まれ)

佐
さ

藤
と う

碧
あ お

泉
い

 ちゃん
(令和5年6月生まれ)

白米大好きニコニコみんな

のアイドルきづきくん♡

根
ね

津
づ

喜
き

月
づ き

 くん
(令和4年9月生まれ)

興味のあることを仕事へ
中村結さん  古河第一中学校3年生

　私の将来の夢はキャビンアテンダントです。そう
思ったのは、初めての海外旅行の時、日本にはない
景色や文化が見られて、もっといろいろな国へ行っ
てみたいと思ったからです。そのためには、英語の
勉強に力を入れたり、たくさんの国の文化を知った
りすることが大切だと感じました。苦手な英語の長
文問題を何度もこなし、社会科の学習では、授業で
もっと詳しく知りたいと思ったことを自ら調べて、
夢の実現に向けて頑張りたいです。

笑顔がかわいいあおいちゃ

ん☆世界で1番愛してるよ♡
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て
お
り
正
確
な
時
期
は
特
定
で
き
ま
せ

ん
が
、
周
囲
で
確
認
さ
れ
た
遺
構
か

ら
、
平
安
時
代
の
集
落
で
使
わ
れ
て
い

た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
紡
錘
車
の
側
面

に
は
『
物も

の
の
べ
のマ

大お
お

万ま

見げ
ん

有た
も

瓦が

』
と
刻
ま
れ

て
お
り
、
報
告
書
に
よ
る
と
「
瓦
」
と

は
紡
錘
具
を
示
し
「
物も

の
の

部べ
の

大お
お

万ま(

呂ろ)

が

現
在
所
有
し
て
い
る
紡
錘
具
」
と
い
う

意
味
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
字
が
刻
ま
れ
た
意
味

　
で
は
、
な
ぜ
紡
錘
車
に
名
前
が
刻
ま

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由
を
考

え
る
上
で
、
同
じ
時
期
に
土
器
に
墨
で

文
字
等
が
書
か
れ
た
墨ぼ

く

書し
ょ

土
器
が
参
考

に
な
り
ま
す
。
研
究
に
よ
る
と
、
集
落

跡
か
ら
出
土
す
る
墨
書
土
器
は
、
主
に

所
有
等
を
示
す
も
の
と
祭さ

い

祀し

に
関
わ
る

　
こ
れ
ま
で
に
市
内
で
行
わ
れ
た
発
掘

調
査
で
は
、
多
く
の
遺
物
が
出
土
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
東ひ

が
し

の

門か
ど

西に
し

の
門か

ど

城じ
ょ
う

跡せ
き

で
出
土
し
た
、
平
安

時
代
の
人
名
が
刻
ま
れ
た
紡ぼ

う

錘す
い

車し
ゃ

に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

紡
錘
車
と
は

　
麻
な
ど
の
繊
維
か
ら
糸
を
作
る
際
に

は
、
必
要
な
長
さ
を
確
保
し
、
太
さ
や

強
さ
を
均
一
に
す
る
作
業
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
そ
の
際
に
使
用
さ
れ
る
道
具

が
紡ぼ

う

錘す
い

具ぐ

で
す
。
紡
錘
具
は
軸
に
当
た

る
紡ぼ

う

茎す
い

と
錘お

も
り

な
ど
の
役
割
を
果
た
す
こ

ま
状
の
紡
錘
車
か
ら
成
り
、
軸
は
木
質

の
た
め
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て
い
ま
せ

ん
。
一
方
、
紡
錘
車
は
そ
の
役
割
か
ら

重
さ
が
必
要
と
な
る
た
め
石
や
土
、
鉄

等
で
作
ら
れ
て
お
り
、
奈
良
・
平
安
時

代
の
集
落
跡
か
ら
数
多
く
出
土
し
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
集
落
内
で
盛

ん
に
糸
や
布
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
推
定
さ
れ
ま
す
。

東
の
門
西
の
門
城
跡
の
紡
錘
車

　
東
の
門
西
の
門
城
跡
で
は
、
県
の
事

業
に
先
駆
け
て
平
成
30
年
度
か
ら
継
続

し
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
遺
跡
名
で
あ
る
戦
国
時
代

の
城
に
関
わ
る
堀
跡
な
ど
の
ほ
か
、
古

墳
時
代
か
ら
平
安
時
代(

１
５
０
０
～

１
０
０
０
年
前)

の
大
き
な
集
落
跡
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
名
前
が
刻
ま
れ
た
石
製
紡
錘
車
は
、

平
安
時
代(
９
世
紀
末
頃)

と
考
え
ら
れ

る
遺
構
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。
石
製

紡
錘
車
の
側
面
に
は
、
上
下
方
向
の
線

と
共
に
『
大お

お

田た

部べ
の

人ひ
と

万ま

呂ろ

』『
大お

お

田た

部べ
の

□
万ま

』(

□
は
不
明)

と
２
人
の
人
名
と

見
ら
れ
る
文
字
が
浅
く
刻
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

本
田
遺
跡
の
紡
錘
車

　
同
様
に
文
字
が
刻
ま
れ
た
紡
錘
車
を

市
内
で
探
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
五
部
の

県
立
三
和
高
校
周
辺
に
広
が
る
本ほ

ん

田で
ん

遺

跡
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
石
製
紡
錘

車
の
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
石
製
紡
錘
車
は
、
新
し
い
時
期

の
遺
構
に
混
ざ
る
よ
う
な
形
で
出
土
し

も
の
の
２
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
そ

う
で
す
。

　
本
田
遺
跡
の
紡
錘
車
は
、
人
名
と
品

名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
所
有
を

示
す
良
い
例
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、

東
の
門
西
の
門
城
跡
の
紡
錘
車
は
、
単

純
に
所
有
を
示
す
だ
け
と
は
考
え
に
く

い
点
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
２
人
の
名
前

が
刻
ま
れ
た
の
か
、
２
人
は
ど
ん
な
関

係
性
か
、
共
有
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ

と
も
譲
ら
れ
た
の
か
等
、
い
く
つ
も
の

疑
問
点
が
浮
か
ぶ
の
で
す
。
紡
錘
車
を

よ
く
観
察
し
て
み
る
と
、
別
面
に
記
号

や
呪
符
の
よ
う
な
刻
み
が
確
認
で
き
る

た
め
、
祭
祀
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
も

大
い
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ま
だ
不
明
な
点
も
多

く
、
今
後
も
類
例
を
探
し
な
が
ら
調
査

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

ま
た
、
市
域
に
つ
い
て
記
録
し
た
同
時

期
の
文
献
資
料
が
ほ
ぼ
な
い
中
で
、
当

時
住
ん
で
い
た
人
名
が
判
明
す
る
資
料

が
出
土
し
た
こ
と
は
、
地
域
の
歴
史
を

考
察
し
て
い
く
上
で
大
変
貴
重
な
資
料

に
な
る
と
い
え
ま
す
。

　
文
化
振
興
課
学
芸
員　
大
久
保
芳
紀

名
前
が
刻
ま
れ
た
紡
錘
車

　
　
　
　
　
～
市
内
の
遺
跡
発
掘
調
査
出
土
品
の
紹
介
～

▲5次調査　第2号堅穴建物跡
出土線刻紡錘車

▲糸によりを
掛ける様子
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Time 
Travel
Photographer

古河図書館

【絵本】
パッチワーク
マット・デ・ラ・ペーニャ　文
　あなたがもっているものは
ひとつじゃない。出会ったも
の、感じたこと、全てがつな
がり合っている。パッチワー
クのように、いびつでも、ち
ぐはぐでも美しいものになる
はず－。子どもたちのもつ無
限の可能性を描いた絵本。

出版社…岩波書店

【一般書/随筆】
その世とこの世

　　　　　谷
た に

川
か わ

俊太郎　著
ブレイディみかこ　著

　いまここの向こうの「その
世」に目を凝らす詩人・谷川
俊太郎と「この世」の地べ
たから世界を見つめるライ
ター・ブレイディみかこ。
各
お の

々
お の

の暮らしを背景に重ね
た、詩と散文による言葉の逢

お う

瀬
せ

。
出版社…岩波書店

【児童書/読み物】
トモルの海

戸
と

部
べ

寧
や す

子
こ

　作
　夏の甲子園。どの高校もみ
んな、一回しか負けてない。
だけど、その一回で夏が終わ
る－。小学5年生のトモルが
お母さんの田舎で出会ったふ
しぎな少女。その正体は…。
現実と夢が溶けあう、わすれ
られない“たった一回”の物
語。

出版社…フレーベル館

【一般書/小説】
月ぞ流るる

澤
さ わ

田
だ

瞳
と う

子
こ

　著
　宮中きっての和歌の名手と
言われる朝

あ さ

児
こ

は夫を亡くした
ばかり。ひょんなことから女
房として再び宮仕えをするこ
とになったが…。「栄花物
語」の作者である朝児(赤

あ か

染
ぞ め

衛
え

門
も ん

)から見た宮廷を描く。
出版社…文藝春秋

古河市在住写真家
鈴木路雄さん

馬車が行く　昭和32年4月

　まちの中をゆっくり走る馬車。荷台
を押す少年たちのにぎやかな様子が伝
わります。昭和30年ごろから車社会
が到来しましたが、古河ではまだ馬車
や人力による運搬がほとんどでした。

19   -  広報古河　2024.4



　

▲表敬訪問は終始和やかな雰囲気の中で行われました

古河桃むすめが表敬訪問
岸田首相に
古河桃まつりを紹介

疲れにくい走り方を学ぶ
走り方ランニング教室

▲ラダートレーニングでさまざまなステップを練習

　2月19日、古河桃むすめ6人と針谷市
長、渡辺観光協会長、赤坂市議会議長、
永岡桂子衆議院議員らが岸田文雄首相を
表敬訪問しました。
　桃むすめの阿部小雪さんが首相にハナ
モモの花束を贈呈し、針谷市長が48回
目を迎えた桃まつりを紹介。首相からは

「伝統を守り、より一層盛り上げていた
だきたい。いただいた立派な桃は官邸に
飾りたい」と激励の言葉をいただきまし
た。

▲加速する環境変化と事業者の動向について語る小澤氏

地域経済をサポートします！　
事業者向けセミナー

　2月19日・21日、ヤクルトはなももプラザで
事業者向けに「事業承継・M&Aセミナー」と

「省エネ支援セミナー」を各日開催しました。
　各セミナーでは、関東経済産業局の小澤元

も と

樹
き

氏
と(一財)省エネルギーセンターの藤本勉

つとむ

氏を講師
に迎え、事業者は企業の経営力向上や省エネの進
め方などについて学びました。

　2月11日、イーエス中央運動公園陸上競技場で
走り方ランニング教室が開催されました。
　講師に迎えた元箱根駅伝ランナーの小林裕二氏
が、長距離を楽に早く走るための体の動かし方を
分かりやすく指導。参加した小学生25人は、走
る姿勢や自分に合った呼吸法などを学びながら、
楽しそうに体を動かしていました。
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朝の「おいしい！」が集まる
公園朝市

　2月18日、サンワ設計ネーブルパークで公園朝
市が開催されました。
　当日は、さまざまな飲食店や物販店など29店
舗が出店したほか、上空20メートルからの景色
が楽しめる熱気球の体験搭乗(係留)も開催。子ど
もからお年寄りまで多くの来場者が訪れ、会場は
活気に満ちあふれていました。

▲古河公
く

方
ぼ う

公園と毎月交互に開催しています

▲消防ポンプ自動車の確認を行う消防団員

規律ある動きを披露
古河市消防春季点検式

　2月25日、イーエス中央運動公園で令
和6年古河市消防春季点検式を開催し、
全27分団の消防団員と古河消防署管内
の署員が服装などの通常点検や消防ポン
プ自動車の機械器具点検、一斉放水など
を行いました。
　また、古河鳶

と び

一番組による「はしご乗
り」「まとい振り」「木

き

遣
や

り歌」の披露や
総和北中学校吹奏楽部の演奏が行われ、
観衆からは大きな拍手と歓声が上がりま
した。

“伝え合う”って楽しい！
出前授業「あなせん」開催

　3月2日、古河第二小学校でフジテレビアナウ
ンサーによる「あなせん」が行われました。
　市出身の木村拓也氏がインタビューのポイント
を説明した後、児童たちが木村氏にインタビュー
を行い、その内容を発表。児童たちは真剣に話を
聞き積極的に質問するなど、伝え合うことの楽し
さを実感していました。

▲自身の知識や経験を生かし丁寧に説明する木村氏
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古河っ子

だより

からのご案内

子育て支援
センター

各施設の詳細や催しは、古河市地域支援
センターのホームページからもご覧いた
だけます

対
象　
小
学
３
年
生
～
高
校
生

と
そ
の
保
護
者

定
員　
19
人

費
用　
1
カ
月
３
０
０
円

講
師　
古
河
神
楽
保
存
会

申
込
期
限　
５
月
31
日
㈮

申
込
・
問　
古
河
神
楽
保
存
会

(

担
当
：
高
橋)

℡

４
８
‐

２
１
２
７

■
古
河
わ
く
わ
く
舞
踊
教
室

期
間　
5
月
18
日
㈯
～
令
和
７

年
1
月
18
日
㈯
［
全
17
回(

発

表
会
を
含
む)

］

時
間　
9
時
30
分
～
11
時

場
所　
野
本
電
設
工
業
コ
ス
モ

ス
プ
ラ
ザ

対
象　
5
歳
～
小
学
６
年
生

定
員　
19
人　

講
師　
古
谷
紀
佐
子
氏

申
込
期
限　
4
月
30
日
㈫

申
込
・
問　
古
谷
℡
０
９
０
‐

９
０
１
４
‐
４
４
１
６

７
８

‐
２
２
７
４

■
親
子
い
け
ば
な
教
室

期
間　
６
月
23
日
㈰
～
令
和
7

年
1
月
26
日
㈰(

全
10
回)

時
間　
10
時
～
12
時
10
分

場
所　
中
央
公
民
館

対
象　
未
就
学
児
～
中
学
生
と

希
望
す
る
保
護
者

定
員　
30
人

費
用　
5
千
円

講
師　
豊
田
ふ
く
氏
ほ
か

申
込
期
限　
５
月
20
日
㈪

申
込
・
問　
豊
田
℡

３
１
‐

２
３
６
４

文
化
庁
伝
統
文
化

親
子
教
室
事
業

■
こ
が
神
楽
親
子
教
室

期
間　
４
月
21
日
㈰
～
令
和
7

年
1
月
26
日
㈰
［
月
数
回(

発

表
会
を
含
む)

］

時
間　
2
時
間
程
度

場
所　
隣
保
館
ほ
か

子育て支援センターにっこり
(古河市立第四保育所)

子育て支援センターこばと
(こばと保育園)

週間スケジュール
㊊0～2歳児㊋2歳児㊌0歳～就学
前(センター・園庭開放)㊍1歳児
㊎0歳児
費用　100円
問　第四保育所
(新久田245-5)
℡48-6557

週間スケジュール
㊊サークル活動・少人数制㊋0歳
児㊌1歳児㊍2歳児以上㊎0歳～就
学前
費用　100円
問　こばと保育
園(磯部1648-1)
℡92-2616

週間スケジュール
㊊0～2歳児㊋0・1歳児㊌2歳児
㊍0歳児㊎1歳児
費用　100円
問　はなもも
保育園
(仁連853-1)
℡75-2000

4月の主な活動

子育て支援センターはなももカフェ
(はなもも保育園)

4月の主な活動
・手形 de アート
・こいのぼり制作
・ママ講座(ペーパーリース)

4日　イースターエッグ講習会
9日～　はじめまして自己紹介
23日～　母の日制作

　子育て支援センターは、子育てをしている人に遊び場の
提供と子育てのお手伝いをする所です。みんなで一緒に
歌ったり体操したり絵本を見たりするほか、季節の制作や
手形アート、毎月のお誕生会など、さまざまな活動をして
います。
　利用する場合は事前予約が必要です。活動時間外には育
児相談等も受け付けています。0歳児で初めて利用する場
合は事前に問い合わせください。

4月の主な活動
・身体測定
・春の制作
・こどもの日制作



＊医療機関
西：茨城西南医療センター病院(境町2190　℡87-8111)
友：友愛記念病院(東牛谷707　℡97-3000)
赤：古河赤十字病院(下山町1150　℡23-7111)
古：古河総合病院(鴻巣1555　℡47-1010)

※実施時間外の受診については、筑波メディカルセンター
病院(℡029-851-3511)でも小児救急に対応しています。

小児救急医療輪番表

＊診療時間
月～土曜日：18時～23時
日曜日・祝日：9時～16時
※毎月第3日曜日は輪番休止日(休診)となります。

＊対象年齢　
15歳未満

　小児輪番病院は、入院治療を必要とする子どもの救急
医療を行っています。事前に電話でご相談ください。

＊茨城県救急医療情報システム
　ホームページ内にある「小児輪番検索」から、休日や夜間に子どもの急病時の
対応をしている医療機関を探すことができます。
◆茨城子ども救急電話相談　℡050-5445-2856(受付時間：24時間365日)
　大人を対象とした電話相談も受け付けます

時間外当番薬局の
情報はこちら
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健康づくり事業　　　　　　　　       　   問　子育て包括支援課(古河福祉の森会館)℡48-6881

日 月 火 水 木 金 土
4/1 2 3 4 5 6
西 西 西 西 赤 西

7 8 9 10 11 12 13
友 西 古 西 西 赤 西
14 15 16 17 18 19 20
赤 西 古 西 西 赤 西
21 22 23 24 25 26 27
休診 西 古 西 西 赤 西
28 29 30 5/1 2 3 4
友 西 西 西 西 赤 西
5 6 7 8 9 10 11
友 西 西 西 西 赤 西

3～6カ月児健診、9～11カ月児健診
(公費負担)を受けましょう

■ヤクルトわんぱくステーション
期日　4/28㈰
問　ヤクルトわんぱくステーション
　　℡23-4120

■ヤンチャ森
期日　4/22㈪
問　ヤンチャ森
　　℡92-9033

子育て広場臨時休館

　乳児一般健康診査受診票を使用して医療機関で受
けられます。
問　 子育て包括支援課℡48-6881

乳幼児健康診査 対象 場所 期日 受付時間

1歳6カ月児健診

R4年9月1日～9月25日生 健康の駅 4/16㈫

※対象者には案内を
個別通知します。

R4年9月1日～10月16日生 古河福祉の森会館 5/8㈬
R4年9月1日～10月31日生 三和地域福祉センター 5/10㈮
R4年9月26日～10月29日生 健康の駅 5/15㈬

3歳児健診

R2年11月1日～12月13日生 古河福祉の森会館 4/19㈮
R2年11月1日～12月2日生 健康の駅 4/24㈬
R2年11月1日～12月31日生 三和地域福祉センター 5/14㈫

相 談 内容 場所 期日 時間

5カ月児相談 身体計測、離乳食の話、ふれあい遊び、育児
相談(母子健康手帳、問診票、バスタオル持参) 古河福祉の森会館 4/23㈫

※対象者には
案内を個別通
知します。

発達相談
(予約制)

言葉が遅い、身体の動きが気になる等、乳幼
児の心理や発達に関する個別相談

健康の駅 5/23㈭ 9時20分～
15時30分古河福祉の森会館 5/30㈭

妊娠・子育て
相談いちごのわ
(予約制)

妊娠・産後の相談、育児相談、身体計測
［母子健康手帳、バスタオル(2歳未満のみ)持参］

古河福祉の森会館 4/23㈫
9時30分～

健康の駅 4/30㈫
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西牛谷辺見線(市道総和4207号線)が一部開通しました
　古河駅東部土地区画整理事業地内において、西牛谷辺見線(市道総和4207号線)の一部が開通しました。
今回の開通延長は403メートル・全幅員27メートルで、国道125号から食のおかさと十間通りまでがつな
がったことにより、朝晩の渋滞の緩和が期待されます。
問　 区画整理課℡76-1511

　令和6年1月1日以降、市内の居住誘導区域内に新たに住宅を取得し、定住する若者・子育て世帯に対して
奨励金を交付します。

若者・子育て世帯まちなか住宅取得奨励金

対象　次の①～④全てを満たす人
①令和6年1月1日から令和8年12月31日までの間に、
　古河市立地適正化計画で定める居住誘導区域内に
　新たに住宅を取得していること
②取得した住宅の主たる所有者であり、当該住宅を
　住所地としていること
③取得した住宅に3年以上定住する意思があること
④奨励金申請日において、本人またはその配偶者が
　39歳以下である、または15歳以下を養育する者
　であること

こがでくらすと加算
奨励金の申請日か
ら起算して本人等
が市内に

5年以上10年未満連続
して居住 10万円

10年以上連続して居住 20万円

申請期間　7月1日㈪～

交付額　下記の合計額が交付額となります

申込・問　 シティプロモーション課℡92-3111

その他の加算(該当するものいずれか一つ)

子育て加算 1人当たり5万円
(最大20万円)

市内業者施工加算 5万円
二世帯加算 5万円
保留地加算 5万円

基本額 10万円

旭町今泉線

向
堀
川

開通区間　403ｍ

至　丘里工業団地
至　古河駅

国道125号

食のおかさと十間通り

位置図

▲食のおかさと十間通りから北に向かって撮影
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従軍日誌・軍事郵便から見る
日清・日露戦争

　令和6年が日清戦争から130年、日露戦争から
120年という節目の年に当たることから、従軍日誌
や軍事郵便など、両戦争の記憶を伝える資料を展
示・紹介します。
展示期間　6月2日㈰まで
時間　10時～18時
場所　三和資料館展示室
休館日　月曜日(祝日の場合は翌日)、5月31日㈮
問　三和資料館℡75-1511

図書館(室)おはなし会

■三和図書館
期日　①4月6日㈯②4月13日㈯・27日㈯③4月21
日㈰
時間　①②14時～14時40分③10時30分～11時10分
対象　乳幼児～小学校低学年
実施団体　①あけぼの会②朗読サークルすずめ③さ
くらんぼ
問　三和図書館℡75-1511
■とねミドリ館
日時　4月20日㈯14時～14時40分
対象　乳幼児～小学校低学年
実施団体　みどりの会
問　とねミドリ館℡92-4000
■つつみ館
日時　4月21日㈰14時～14時40分
対象　乳幼児～小学校低学年
実施団体　さくらんぼ
問　つつみ館℡98-5530

　現代書壇を代表する書家が永井路子氏の代表作
「炎

え ん

環
か ん

」または「氷輪」をテーマに篆書で表現しま
す。
期間　4月27日㈯～6月23日㈰
時間　9時～17時(入館は16時30分まで)
場所　篆刻美術館
休館日　月曜日(祝日の場合は翌日)、5月24日㈮
費用　200円(小中高生50円)
問　篆刻美術館℡22-5611

許
こ

我
が

篆
て ん

書
し ょ

展

　スポット展示「拓本でたどる万葉歌碑めぐり」や
テーマ展「永井路子が描く平安朝」について、イチ
推し資料や展示の楽しみ方など、担当学芸員が分か
りやすく解説します。
日時　5月18日㈯①11時②14時(約60分)
場所　古河文学館展示室
定員　各15人
費用　200円(小中高生は無料)
申込期間　4月19日㈮9時～
申込・問　古河文学館℡21-1129　

～そうだ！　文学館へ行こう～
古河文学館ギャラリートーク



総和庁舎　℡92-3111
古河庁舎　℡22-5111
三和庁舎　℡76-1511
健康の駅　各課直通電話番号
古河福祉の森会館　各課直通電話番号

各庁舎の住所は33ページをご覧ください
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市
役
所
か
ら

施
設
の
臨
時
休
館

■
隣
保
館

期
間　
４
月
27
日
㈯
～
29
日
㈪
、
５
月

３
日
㈮
～
６
日
㈪

時
間　
17
時
15
分
～
22
時(
夜
間)

問　
隣
保
館
℡
４
８
‐
１
９
８
９

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
の
た
め
休
日
開
庁
し
ま
す

　
交
付
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
書
類
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
の
サ
ポ
ー

ト
も
行
い
ま
す
。

期
日
・
場
所

５
月
12
日
㈰
：

市
民
総
合
窓
口
課

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
12
時

問　

市
民
総
合
窓
口
課

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険

料
が
免
除
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
が
出
産

す
る
場
合
、
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産

日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
4
カ
月
間

の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
な
お
多

胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま
た

は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
3
カ
月
前
か

ら
6
カ
月
間
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

　
免
除
が
認
め
ら
れ
た
期
間
は
、
保
険

料
を
納
め
た
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
ま

す
。
利
用
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問　

国
保
年
金
課
、
下
館

年
金
事
務
所
℡
０
２
９
６
‐
２
５
‐

０
８
２
９

市
・
県
民
税
の

納
付
方
法
の
ご
確
認
を

　
令
和
6
年
度
市
・
県
民
税
の
納
税
通

知
書
を
6
月
に
発
送
し
ま
す
。
納
付
方

法
を
変
更
す
る
場
合
、
口
座
振
替
依
頼

書
で
の
申
し
込
み
は
５
月
31
日
ま
で

に
、
ペ
イ
ジ
ー
・
Ｗ
ｅ
ｂ
口
座
振
替
受

付
サ
ー
ビ
ス
で
の
申
し
込
み
は
6
月
10

日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
の
時
期
に
よ
り
、
希
望
す
る
納

付
方
法
が
納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
現
金
納
付
→
口
座
振
替

口
座
振
替
依
頼
書
を
提
出
、
ま
た
は
ペ

イ
ジ
ー
・
Ｗ
ｅ
ｂ
口
座
振
替
受
付
サ
ー

ビ
ス
で
申
し
込
み

●
振
替
方
法
の
変
更(

全
納
↕
期
別)

、

金
融
機
関
の
変
更

再
度
、
口
座
振
替
依
頼
書
を
提
出
、
ま

た
は
ペ
イ
ジ
ー
・
Ｗ
ｅ
ｂ
口
座
振
替
受

付
サ
ー
ビ
ス
で
申
し
込
み

●
口
座
振
替
→
現
金
納
付

口
座
振
替
廃
止
届
を
提
出

問　

収
納
課

予
防
接
種
・
ワ
ク
チ
ン
の
ご
案
内

■
成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
の

一
部
助
成

　
既
に
1
回
以
上
接
種
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
人
は
対
象
外
で
す
。

対
象　
①
65
歳
の
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に

障
が
い(

身
体
障
害
者
手
帳
1
級)

の
あ

る
人

※
①
の
対
象
者
に
は
誕
生
月
中
に
通
知

を
送
付
し
ま
す
。

助
成
額　
3
千
円

■
Ｈ
Ｐ
Ｖ(

子
宮
頸け

い

が
ん)

予
防
ワ
ク
チ

ン(
無
料)

対
象　
定
期
接
種
：
今
年
度
に
12
歳
～

16
歳
に
な
る
女
性

特
例
措
置
：
平
成
9
年
度
～
平
成
19
年

度
に
生
ま
れ
た
女
性

※
今
年
度
、
13
歳
に
な
る
人
に
は
4
月

中
に
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

※
特
例
措
置
は
令
和
7
年
3
月
31
日
で

終
了
予
定
で
す
。

■
風
し
ん
の
抗
体
検
査
・
予
防
接
種

(

無
料)

対
象　
昭
和
37
年
4
月
2
日
～
昭
和
54

年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
、
未
実
施
の
男

性※
令
和
元
年
度
以
降
に
転
入
し
た
人

で
、
転
入
前
に
未
実
施
の
人
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
本
脳
炎
定
期
予
防
接
種(

無
料)

対
象　
定
期
接
種
を
受
け
て
い
な
い
平

成
19
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
20

歳
未
満
の
人

※
今
年
度
、
18
歳
に
な
る
人
に
は
4
月

上
旬
に
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
・
問　

健
康
づ
く
り
課

℡
４
８
‐
６
８
８
２

寝
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
者
へ
の

介
護
用
品
の
現
物
支
給

　
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
同
居
家
族
に

対
し
、
紙
お
む
つ
等
の
介
護
用
品
を
月

１
回
自
宅
ま
で
お
届
け
し
ま
す
。

対
象　
紙
お
む
つ
等
を
必
要
と
し
、
次
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の
①
②
い
ず
れ
か
を
満
た
す
人
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
同
居
の
家
族

①
要
介
護
４・５
と
認
定
さ
れ
て
い
る

②
要
介
護
３
の
認
定
を
受
け
、
認
定
調

査
で
「
排
尿
」
ま
た
は
「
排
便
」
の
項

目
が
「
介
助
」
ま
た
は
「
見
守
り
等
」

に
該
当

支
給
額(

限
度
額)

○
市
民
税
課
税
世
帯
：
月
額
3
千
円

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
：
月
額
6
千
円

対
象
品
目　
紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ

ド
、
使
い
捨
て
清せ

い

拭し
き

タ
オ
ル
等

※
支
給
品
目
カ
タ
ロ
グ
か
ら
選
択
。

申
込　

高
齢
介
護
課
、

市
民
総

合
窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口
室

の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み

※
初
回
申
請
が
15
日
以
前
の
場
合
は
申

請
月
か
ら
支
給
可
。

問　

高
齢
介
護
課

℡
９
２
‐
４
９
２
１

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

対
象　
市
内
在
住
の
平
成
18
年
4
月
2

日
以
降
生
ま
れ
、
ま
た
は
65
歳
以
上

で
、
安
全
基
準
に
適
合
し
た
新
品
の
自

転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
４
月
１
日
以
降

に
購
入
し
た
人

助
成
額　
1
個
に
つ
き
購
入
費
用
の
2

す
軽
自
動
車

①
障
が
い
の
あ
る
人
が
使
用(

所
有)

す

る
軽
自
動
車
、
ま
た
は
障
が
い
の
あ
る

人
の
た
め
に
生
計
を
一
に
す
る
人
が
使

用(

所
有)

す
る
軽
自
動
車
で
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
も
の

②
軽
自
動
車
の
構
造
が
、
身
体
障
が
い

者
の
利
用
に
役
立
て
る
た
め
の
も
の

③
社
会
福
祉
法
人
が
所
有
し
、
本
来
の

事
業
目
的(

障
が
い
者
等
の
訪
問
介
護

お
よ
び
送
迎
等)

に
使
用
す
る
も
の

問　

市
民
税
課

公
共
下
水
道
の
処
理
区
域
が
拡
大

(

供
用
開
始)

供
用
開
始
区
域　

大
山
・
大
堤
・
諸

川
・
東
山
田
・
古
河
駅
東
部
土
地
区
画

整
理
事
業
地
内
の
各
一
部

■
供
用
開
始
区
域
内
の
皆
さ
ん
へ

　
３
年
以
内
に
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
か

ら
水
洗
ト
イ
レ
へ
改
造
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
接
続
工
事
は
、
市
の
指
定
工

事
店
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の

新
規
賦
課

　
供
用
開
始
区
域
で
は
、
受
益
者
負
担

金
が
新
た
に
賦
課
さ
れ
ま
す
。
該
当
者

に
は
5
月
上
旬
に
申
告
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
内
容
を
確
認
し
市
へ
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。
受
益
者
負
担
金
は
７
月

か
ら
の
納
付
と
な
る
の
で
、
分
割(

５

年
間)

ま
た
は
一
括(

一
括
納
付
報
奨
金

制
度
あ
り)

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

下
水
道
課

道
路
に
泥
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
！

　
道
路
に
落
ち
た
泥
の
塊
は
、
通
行
の

妨
げ
に
な
り
大
変
危
険
で
す
。
ト
ラ
ク

タ
ー
等
で
畑
か
ら
公
道
へ
出
る
前
に

は
、
必
ず
泥
を
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
を
汚
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
畑
の
法の

り

面め
ん

が
崩
れ
や
す
い
場
所
は

土
留
め
等
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

農
政
課

自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

導
入
促
進
事
業
補
助
金
の
交
付

対
象　

市
内
在
住(

予
定
者
を
含
む)

で
、
居
住
す
る
住
宅
に
補
助
事
業
に
適

合
す
る
未
使
用
の
設
備
を
設
置
す
る
人

※
店
舗
等
と
の
併
用
住
宅
を
含
む
。

対
象
設
備　
蓄
電
シ
ス
テ
ム(

太
陽
光

発
電
設
備
と
接
続
さ
れ
た
も
の
に
限
る
）

補
助
金
額　
５
万
円(

上
限)

申
込
・
問　

環
境
課

分
の
1
ま
で(

上
限
２
千
円
、
１
０
０

円
未
満
は
切
り
捨
て)

申
込　
令
和
７
年
２
月
28
日
㈮
ま
で
に

申
請
書
と
必
要
書
類
を

交
通
防
犯
課
、

市
民
総
合
窓
口
室
の
い
ず
れ
か

へ
提
出

問　

交
通
防
犯
課

令
和
６
年
度
特
別
障
害
者
手
当
等

と
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
額

①
特
別
障
害
者
手
当

月
額
２
万
８
８
４
０
円

②
障
害
児
福
祉
手
当

月
額
１
万
５
６
９
０
円

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

１
級
：
月
額
５
万
５
３
５
０
円

２
級
：
月
額
３
万
６
８
６
０
円

④
在
宅
心
身
障
害
児
福
祉
手
当

月
額
３
千
円

※
①
②
③
に
つ
い
て
は
、
年
1
回
所
得

状
況
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

問　

障
が
い
福
祉
課

℡
９
２
‐
４
９
１
９

軽
自
動
車
税
の
減
免
受
け
付
け

受
付
期
限　
5
月
31
日
㈮

申
請
場
所　

市
民
税
課
、

市
民

総
合
窓
口
課
、

市
民
総
合
窓
口
室

対
象　
次
の
①
～
③
い
ず
れ
か
を
満
た
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15
分
程
度)

費
用　
２
０
０
円(

小
中
高
生
50
円)

問　
古
河
文
学
館

℡
２
１
‐
１
１
２
９

古
河
公く

方ぼ
う

公
園
教
室

■
あ
お
ぞ
ら
太
極
拳
教
室

日
時　
５
月
１
日
～
７
月
３
日
の
毎
週

水
曜
日(

全
10
回)

10
時
～
11
時
30
分

※
天
候
に
よ
り
延
期
の
場
合
あ
り(

予

備
日
７
月
10
日
㈬
・
17
日
㈬)

。

講
師　
中
川
伸
治
氏

■
あ
お
ぞ
ら
ヨ
ガ
教
室

日
時　
５
月
2
日
～
７
月
４
日
の
毎
週

木
曜
日(

全
10
回)

10
時
～
11
時
30
分

※
天
候
に
よ
り
延
期
の
場
合
あ
り(

予

備
日
７
月
11
日
㈭
・
18
日
㈭)

。

講
師　
染
野
智
子
氏

【
共
通
事
項
】

対
象　
15
歳
以
上(

中
学
生
を
除
く)

定
員　
30
人(

先
着)

費
用　
３
千
円(

申
込
時
納
入)

申
込
・
問　
4
月
８
日
㈪
～
30
日
㈫
９

時
～
17
時
に
本
人
が
直
接
申
し
込
み

古
河
公
方
公
園
管
理
事
務
所

℡
４
７
‐
１
１
２
９

市
立
博
物
館

友
の
会
会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

会
員
に
な
る
と
、
古
河
歴
史
博
物

館
・
古
河
文
学
館
・
篆て

ん

刻こ
く

美
術
館
へ
の

入
館
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
刊

行
物
も
し
く
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

費
用　
家
族
５
千
円
、
大
人
３
千
円
、

小
中
高
生
千
円

有
効
期
限　
令
和
７
年
３
月
31
日

申
込
・
問　
古
河
歴
史
博
物
館

℡
２
２
‐
５
２
１
１

  

イ
ベ
ン
ト

古
河
市
合
同
企
業
説
明
会

■Job Festival in KO
G

A 2024

期
日　
４
月
20
日
㈯

時
間　
13
時
30
分
～
15
時
25
分

場
所　
と
ね
ミ
ド
リ
館

対
象　
令
和
７
年
３
月
に
高
等
学
校
・

専
門
学
校
・
短
大
・
大
学
・
大
学
院
等

を
卒
業
予
定
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
既
卒

３
年
以
内
の
求
職
者
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
希
望
者

問　
古
河
市
合
同
企
業
説
明
会
実
行
委

員
会(

商
工
観
光
課
内)

市
民
総
ぐ
る
み
清
掃

日
時　
５
月
19
日
㈰
8
時

※
荒
天
時
は
26
日
㈰
に
実
施
。　

問　

環
境
課

企
業
Ｐ
Ｒ
動
画
を
公
開
し
ま
す

　

古
河
市
公
式YouTube
チ
ャ
ン
ネ

ル
に
市
内
企
業
に
よ
る
45
秒
の
自
社
Ｐ

Ｒ
動
画
を
公
開
し
ま
す
。
就
職
活
動
の

情
報
収
集
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
、
市

内
企
業
を
知
る
き
っ
か
け
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

問　

商
工
観
光
課

第
８
号
農
業
委
員
会
だ
よ
り
発
行

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問　

農
業
委
員
会
事
務
局

古
河
の
イ
チ
推
し
メ
シ
投
票

　
小
さ
い
頃
か
ら
親
し
ん
だ
店
の
味
や

何
度
も
通
っ
て
し
ま
う
店
の
味
な
ど
、

古
河
の
イ
チ
推
し
メ
シ
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

投
票
期
間　
4
月
9
日
㈫
～
30
日
㈫

問　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
課

蓄
音
器
に
よ
る

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
会

日
時　
４
月
19
日
㈮
①
11
時
②
14
時　

(

約
25
分)

場
所　
古
河
文
学
館
サ
ロ
ン

費
用　
無
料(

展
示
室
の
見
学
は
有
料)

曲
目　
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
「
弦
楽
四
重
奏

曲
ニ
短
調
『
死
と
乙
女
』
よ
り
第
2
楽

章
」
ほ
か

問　
古
河
文
学
館

℡
２
１
‐
１
１
２
９

古
河
文
学
館
展
示
の
ご
案
内

■
「
拓
本
で
た
ど
る
万
葉
歌
碑
め
ぐ
り
」

　
市
内
や
近
隣
地
域
に
散
在
す
る
万
葉

歌
碑
に
つ
い
て
、
そ
の
拓
本
と
合
わ
せ

て
紹
介
し
ま
す
。

期
間　
4
月
27
日
㈯
～
7
月
24
日
㈬

費
用　
２
０
０
円(

小
中
高
生
50
円)

問　
古
河
文
学
館

℡
２
１
‐
１
１
２
９

古
河
文
学
館

♪
サ
ロ
ン 

de 

ピ
ア
ノ
♪

　
す
て
き
な
空
間
で
心
地
よ
い
ピ
ア
ノ

の
音
色
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

時
間　
11
時
30
分
～
13
時
30
分(

１
人
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公
園
朝
市

日
時　
4
月
21
日
㈰
9
時
～
14
時

場
所　
サ
ン
ワ
設
計
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク

問　
サ
ン
ワ
設
計
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク
管

理
事
務
所
℡
９
２
‐
８
７
５
２

サ
ン
ワ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

ス
ペ
ー
ス
Ｕ
古
河
の
催
し

■
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作
ろ
う

日
時　
４
月
28
日
㈰
①
10
時
～
11
時
②

13
時
～
14
時
30
分

定
員　
①
12
人
②
５
人(

先
着)

※
小
学
2
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

費
用　
①
千
円
②
２
千
円

内
容　
①
ミ
ニ
ブ
ー
ケ(

子
ど
も
向
け)

②
ア
レ
ン
ジ
ブ
ー
ケ(

大
人
向
け)

講
師　
角
田
晃
子
氏

申
込
期
間　
４
月
13
日
㈯
10
時
～

■
ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路
で
遊
ぼ
う
！

　
ゴ
ー
ル
後
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
ク
ラ
フ
ト

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
り
ま
す
。

日
時　
５
月
３
日
㈮
・
4
日
㈯
①
10
時

②
11
時
③
13
時
④
14
時
⑤
15
時

対
象　
小
学
生
以
下(

小
学
２
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴)

定
員　
各
８
人(

先
着)

［
グ
ル
ー
プ
で

の
申
し
込
み
可
］

費
用　
３
５
０
円(

ダ
ン
ボ
ー
ル
ク
ラ

フ
ト
1
個
付
き)

申
込
期
間　
４
月
20
日
㈯
10
時
～

■
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
ひ
と
り
じ
め

日
時　
5
月
６
日
㈪
9
時
～
17
時

定
員　
16
組(

先
着)

費
用　
30
分
５
０
０
円(

60
分
ま
で)

申
込
期
間　
４
月
21
日
㈰
10
時
～

申
込
・
問　
サ
ン
ワ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
ス

ペ
ー
ス
Ｕ
古
河

℡
２
２
‐
５
５
２
０

  

ス
ポ
ー
ツ

イ
ー
エ
ス
は
な
も
も
体
育
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
5
月
開
始
と
な
る
教
室
で
す
。

内
容　
ら
く
ら
く
エ
ア
ロ
、
ア
ス
ル
ン

体
操
、
い
き
い
き
健
康
体
操
、
わ
く
わ

く
ス
テ
ッ
プ
、
か
ら
だ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

エ
ア
ロ

※
日
時
、
対
象
、
費
用
な
ど
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　
イ
ー
エ
ス
中
央
運
動
公
園

温
水
プ
ー
ル

℡
９
２
‐
９
０
０
０

ゴ
ヨ
ー
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
運
動
教
室

　
通
年
開
催
と
な
る
教
室
で
す
。

内
容　
ダ
ン
ス
、ピ
ラ
テ
ィ
ス
、ヨ
ガ
、

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、
暗
闇
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
チ
ア
ダ
ン
ス
等

※
日
時
、
対
象
、
費
用
な
ど
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　
ゴ
ヨ
ー
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
℡
７
６
‐
７
０
０
０

市
民
体
育
祭
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

日
時　
5
月
５
日
㈰
9
時

場
所　
古
河
テ
ニ
ス
場
ほ
か

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

※
中
学
生
以
下
は
参
加
不
可
。

費
用　

連
盟
加
盟
・
一
般
：
1
ペ
ア

２
千
円
、
高
校
生
：
1
ペ
ア
千
円

内
容　
①
一
般
男
子
の
部
②
一
般
女
子

の
部
③
男
子
45
歳
以
上
の
部
④
女
子
40

歳
以
上
＆
男
子
60
歳
以
上
の
部
⑤
女
子

60
歳
以
上
＆
男
子
70
歳
以
上
＆
初
級
者

の
部

※
④
⑤
は
男
女
ペ
ア
可
。

※
公
認
の
テ
ニ
ス
ウ
エ
ア
と
シ
ュ
ー
ズ

を
使
用
す
る
こ
と
。

申
込
期
限　
4
月
12
日
㈮

※
メ
ー
ル
の
場
合
は
氏
名
と
緊
急
連
絡

先
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

古
河
市
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
連
盟(
担
当
：
上
田
℡
０
９
０
‐

２
６
６
３
‐
２
３
８
７
、
廣
川

M
c_

hirokaw
a@

shirt.ocn.ne.jp )

市
民
体
育
祭
テ
ニ
ス
競
技

■
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
オ
ー
プ
ン

日
時　
5
月
19
日
㈰
9
時

場
所　
イ
ー
エ
ス
中
央
運
動
公
園
ほ
か

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
、
古
河
市
テ
ニ
ス
協
会
登
録
者

定
員　
男
女
各
60
ペ
ア

費
用　
１
ペ
ア
２
５
０
０
円

申
込
期
限　
５
月
８
日
㈬
18
時

申
込
・
問　
古
河
市
テ
ニ
ス
協
会

kogatennis_m
oushikom

i@
yahoo.co.jp

体
幹
ト
レ
＆
ボ
ク
シ
ン
グ
・

ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室

日
時　
４
月
20
日
～
６
月
29
日
の
毎
週

土
曜
日(

全
10
回)

19
時
～
21
時

場
所　
古
河
ボ
ク
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
練
習

場(

中
田
１
２
７
３
‐
１)

対
象　
小
学
生
の
親
子
、
中
学
生
以
上

定
員　
30
人

費
用　
親
子
７
千
円
、中
学
生
３
千
円
、

高
校
生
以
上
５
千
円(

保
険
料
含
む)

申
込
期
間　
4
月
1
日
㈯
～

申
込
・
問　

長
嶋
℡
０
８
０
‐

５
５
１
８
‐
８
１
１
８

HP

Instagram
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競
技
方
法　
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
新
ペ
リ
ア
方
式

申
込
期
限　
４
月
26
日
㈮

申
込
・
問　
古
河
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス

℡
２
２
‐
４
０
０
０

  

募
集

子
育
て
包
括
支
援
課

会
計
年
度
任
用
職
員

募
集
人
数　
1
人

応
募
資
格　
社
会
福
祉
士
・
保
健
師
・

助
産
師
・
看
護
師
・
保
育
士
の
い
ず
れ

か
、
ま
た
は
教
員
免
許
等
の
資
格
と
普

通
自
動
車
免
許
を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
操

作
が
で
き
る
人

勤
務
内
容　
家
庭
児
童
相
談
・
女
性
相

談
業
務

勤
務
場
所　
古
河
福
祉
の
森
会
館

雇
用
期
間　
６
月
1
日
～
令
和
７
年
3

月
31
日(

再
度
任
用
の
場
合
あ
り)

勤
務
時
間　
月
～
金
曜
日
の
う
ち
週
4

日
、
8
時
30
分
～
17
時
15
分

報
酬　

時
間
給
１
２
３
８
円
～

１
５
１
１
円

待
遇　
通
勤
費
、
社
会
保
険
・
雇
用
保

険
加
入
、公
務
災
害
補
償
、有
給
休
暇
、

近
隣
少
年
相
撲
大
会

日
時　
５
月
18
日
㈯
9
時

場
所　
イ
ー
エ
ス
は
な
も
も
体
育
館

対
象　
小
学
生

申
込　
5
月
９
日
㈭
ま
で
に
イ
ー
エ
ス

は
な
も
も
体
育
館
へ
申
し
込
み

９
２
‐
８
３
８
３

問　

古
河
市
相
撲
少
年
団(
担
当
：

益
子)

℡
０
９
０
‐
７
２
５
６
‐

２
０
３
８

古
河
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス
か
ら
の

ご
案
内

■
初
心
者
ゴ
ル
フ
教
室

期
間　
4
月
６
日
～
6
月
22
日
の
毎
週

土
曜
日(

全
12
回)

時
間　
10
時
15
分
～
11
時
45
分(

４
月

６
日
～
20
日)

、
13
時
30
分
～
15
時(

４

月
27
日
～
６
月
22
日)

※
最
終
日
は
コ
ー
ス
プ
レ
ー
あ
り
。

費
用　
３
万
円

申
込
期
限　
4
月
6
日
㈯

■
古
河
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

日
時　
5
月
６
日
㈪
７
時

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

費
用　
1
万
1
千
円(

プ
レ
ー
・
食
事

代
、
参
加
費
込
み)

　市営住宅入居者

募集期限　4月30日㈫
入居指定日　6月1日㈯
入居資格　公営住宅法・市条例に基づく

申込　申込書と必要書類を 営繕住宅課に提出
※申込書は 営繕住宅課、 市民総合窓口課、

市民総合窓口室にあります。
問　 営繕住宅課

※各住宅にはエレベーターがありません。
※4月募集の物件は今回応募がなかった場合、6月3日㈪から随時募集となります。

住宅名 単身入居 使用料(家賃) 間取り 備考

4月募集
(多数抽選)

赤松
(新久田220-3)

不可

収入等に応じて
27,700円～

中層耐火4階建、3階
3DK(和6・洋5・洋4.5・DK)

風呂あり
駐車場あり

収入等に応じて
27,200円～

中層耐火4階建、3階
3DK(和6・洋5・洋4.5・DK)

鹿養
(上辺見2386)

収入等に応じて
22,000円～

中層耐火3階建、1階
3DK(和6・和6・洋6・DK)

中層耐火3階建、2階
3DK(和6・和6・洋6・DK)

随時募集
(先着)

ククヤ台
(三和176-18)

不可

収入等に応じて
18,000円～

中層耐火3階建、2階
2DK(和6・和4.5・DK)

風呂持ち込み
磯部第一
(磯部16-1)

収入等に応じて
12,600円～

中層耐火4階建、4階
2DK(和6・和4.5・DK)
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期
末
手
当
あ
り

申
込
・
問　
４
月
25
日
㈭
ま
で
に
履
歴

書
、
資
格
証
明
書
、
経
歴
確
認
書
を
提

出
子
育
て
包
括
支
援
課

℡
４
８
‐
６
８
８
４

古
河
市
上
下
水
道
事
業

運
営
審
議
会
の
委
員　

募
集
人
数　
３
人(

古
河
・
総
和
・
三

和
の
各
地
区
か
ら
１
人)

応
募
資
格　
上
水
道
、下
水
道(

公
共
・

農
集)

の
い
ず
れ
か
を
使
用
し
て
い
る

20
歳
～
65
歳
で
市
内
在
住
の
女
性

活
動
内
容　
上
下
水
道
料
金
や
受
益
者

負
担
金
な
ど
の
審
議

委
嘱
期
間　
5
月
1
日
～
令
和
8
年
4

月
30
日

報
酬　
日
額
６
２
０
０
円

申
込
・
問　
４
月
17
日
㈬
ま
で
に
履
歴

書
に
応
募
動
機
と
上
下
水
道
に
関
す
る

考
え
や
意
見
を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
を

添
え
て
提
出

下
水
道
課

花
壇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

場
所　
丘
里
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
内

対
象　
年
間
を
通
じ
て
活
動
が
可
能
な

個
人
ま
た
は
団
体

内
容　
花
苗
の
植
え
替
え
、
水
や
り
、

除
草
等
の
維
持
管
理

申
込
・
問　

都
市
計
画
課

  

そ
の
他

久
喜
～
古
河
駅
間
の
列
車
が

運
休
に
な
り
ま
す

　

宇
都
宮
線
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

工
事
に
伴
い
列
車

が
運
休
に
な
る
た
め
、
東
武
鉄
道
・
東

京
メ
ト
ロ
・
都
営
地
下
鉄
へ
の
振
替
輸

送
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
運
休

区
間
で
21
時
か
ら
バ
ス
に
よ
る
代
行
輸

送
を
行
い
ま
す
。

※
振
替
輸
送
・
代
行
輸
送
の
利
用
に

は
、
利
用
区
間
の
乗
車
券
や
定
期
券
が

必
要
で
す(Suica

等
の
IC
乗
車
券
は

不
可)

。

運
休
期
間　
4
月
28
日
㈰
21
時
～
29
日

㈪
8
時

問　
JR
東
日
本
大
宮
支
社
℡
０
４
８
‐

６
４
２
‐
７
４
０
１

定
額
減
税(

源
泉
所
得
税)

説
明
会

　

令
和
６
年
度
税
制
改
正
法
案
が
成

立
・
施
行
さ
れ
た
場
合
、
６
月
か
ら
定

額
減
税(

源
泉
所
得
税
関
係)

が
実
施
さ

れ
る
た
め
、
源
泉
徴
収
義
務
者
向
け
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　
4
月
9
日
㈫
・
22
日
㈪
、
5
月

9
日
㈭
・
17
日
㈮

時
間　
①
10
時
～
11
時
30
分
②
13
時
30

分
～
15
時

場
所　
古
河
税
務
署

定
員　
各
30
人(

先
着
、
要
予
約)

申
込　
開
催
日
前
開
庁
日
の
17
時
ま
で

に
国
税
庁LIN

E

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か

ら
申
し
込
み

問　
古
河
税
務
署

℡
3
２
‐
４
２
２
２

自
動
車
税
の
減
免
申
請

　
障
害
者
手
帳
所
持
者
な
ど
一
定
の
条

件
を
満
た
す
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
自

動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

対
象

①
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人
自
身
が
使

用
す
る
自
動
車

②
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
に

生
計
を
一
に
す
る
人
な
ど
が
使
用
す
る

自
動
車

減
免
台
数　
障
が
い
者
１
人
に
つ
き
１

台(

軽
自
動
車
を
含
む)

問　
茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

℡
０
２
９
６
‐
２
４
‐
９
１
９
０

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

　
日
常
生
活
の
範
囲
内
で
知
り
得
た
河

川
の
情
報
を
河
川
管
理
者
に
連
絡
す
る

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　
7
月
1
日
～
令
和
８
年
6
月
30

日対
象　
利
根
川
・
渡
良
瀬
川
周
辺
に
住

む
満
20
歳
以
上

申
込
期
限　
５
月
７
日
㈫

申
込
・
問　
利
根
川
上
流
河
川
事
務
所

℡
０
４
８
０
‐
５
２
‐
３
９
６
０

遺
言
・
相
続
に
関
す
る
無
料
相
談

期
日　
①
４
月
16
日
㈫
②
４
月
18
日
㈭

③
４
月
22
日
㈪

時
間　
13
時
30
分
～
16
時

場
所　
①
茨
城
県
弁
護
士
会
館(

水
戸

市
大
町
２
‐
２
‐
75)

②
茨
城
県
弁
護

士
会
土
浦
支
部(

土
浦
市
中
央
１
‐
13

‐
３
大
国
亀
城
公
園
ハ
イ
ツ
３
０
４)

③
下
妻
市
商
工
会
館(

下
妻
市
長
塚
74

‐
１)

定
員　
各
５
人(

先
着)

申
込　
４
月
2
日
㈫
10
時
～

①
水
戸

相
談
セ
ン
タ
ー
℡
０
２
９
‐
２
２
７
‐

１
１
３
３
②
土
浦
相
談
セ
ン
タ
ー
℡

０
２
９
‐
８
７
５
‐
３
３
４
９
③
下
妻

相
談
セ
ン
タ
ー
℡
０
２
９
６
‐
４
４
‐

２
６
６
１

問　
茨
城
県
弁
護
士
会
事
務
局

℡
０
２
９
‐
２
２
１
‐
３
５
０
１
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行
政
書
士
会
無
料
法
律
相
談
会

期
日　
①
4
月
20
日
㈯
②
4
月
27
日
㈯

③
5
月
25
日
㈯

時
間　
10
時
～
13
時

場
所　

①
サ
ン
ワ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
ス

ペ
ー
ス
Ｕ
古
河
②
野
本
電
設
工
業
コ
ス

モ
ス
プ
ラ
ザ(

庁
舎
3
階)
③
中
央
公
民

館内
容　
相
続
・
遺
言
、
成
年
後
見
、
家

族
信
託
、
離
婚
、
建
設
業
許
可
、
農
地

転
用
な
ど
の
法
律
問
題
や
行
政
手
続
き

※
予
約
不
要
。
先
着
。

問　

茨
城
県
行
政
書
士
会
県
西
支
部

(

担
当
：
細
井)

℡
３
３
‐
３
６
８
５

住
ま
い
の
無
料
相
談
会

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
疑
問
に
建

築
士
が
お
答
え
し
ま
す
。

日
時　
５
月
17
日
㈮
10
時
～
16
時

場
所　
市
役
所
三
和
庁
舎

申
込
期
限　
4
月
30
日
㈫

申
込
・
問　
茨
城
県
土
木
部
都
市
局
住

宅
課

℡
０
２
９
‐
３
０
１
‐
４
７
５
５

菊
の
育
て
方
講
習
会

期
日　
4
月
20
日
㈯
、
5
月
18
日
㈯
、

6
月
22
日
㈯
、
7
月
13
日
㈯

時
間　
10
時
～
12
時

場
所　
菊
花
育
成
事
業
場(

サ
ン
ワ
設

計
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク
西
側)

定
員　
20
人

申
込
期
限　
4
月
19
日
㈮

申
込
・
問　
古
河
市
菊
花
会(

担
当
：

針
貝)

℡
０
８
０
‐
１
２
２
３
‐

６
７
７
７

知
っ
て
得
す
る
！

ス
マ
ホ
の
使
い
方
講
座

日
時　
4
月
21
日
㈰
14
時
～
16
時

場
所　
ヤ
ク
ル
ト
は
な
も
も
プ
ラ
ザ

定
員　
15
人(
先
着)　

内
容　
ス
マ
ホ
の
安
全
な
使
い
方
や
毎

月
の
使
用
料
を
節
約
す
る
方
法
な
ど

講
師　
加
納
桂
輔
氏

申
込
期
限　
4
月
20
日
㈯

問　

加
納
℡
０
８
０
‐
８
０
８
０
‐

７
６
１
６

人
工
内
耳
講
演
会

日
時　
4
月
21
日
㈰
13
時
～
15
時
30
分

場
所　
水
戸
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

館
ミ
オ
ス
2
階(

水
戸
市
赤
塚
１
‐
１)

講
師　
城し

ろ

間ま

将ま
さ

江え

氏(

国
際
医
療
福
祉

大
学
教
授)

内
容　
①
補
聴
器
と
人
工
内
耳
の
違
い

②
聞
こ
え
を
取
り
戻
す
た
め
に
な
す
べ

き
こ
と
③
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
聞
こ
え
、

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
等

問　

人
工
内
耳
友
の
会A

C
ITA

(

担

当
：
川
口)

℡
０
８
０
‐
６
６
６
９

‐
６
６
３
５

０
２
９
‐
３
５
７
‐

７
９
４
４

寫し
ゃ

眞し
ん

で
ア
ー
ト

　
広
報
古
河
で
お
な
じ
み
の
市
出
身

の
写
真
家
・
鈴
木
路
雄
氏
が
、
自
身
の

作
品
を
IT
技
術
で
加
工
し
、
新
た
な
手

法
で
表
現
し
た
個
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　
4
月
17
日
㈭
～
21
日
㈰

時
間　
10
時
～
17
時(

入
館
は
16
時
30

分
ま
で)

場
所　
古
河
街
角
美
術
館

問　

鈴
木
℡
０
９
０
‐
２
３
０
４
‐

７
０
７
２

協
会
け
ん
ぽ
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

　
今
年
度
か
ら
協
会
け
ん
ぽ
の
付
加
健

診
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。
生
活
習

慣
病
予
防
健
診(
一
般
健
診)

を
受
診
す

る
人
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
付
け
ら
れ

る
付
加
健
診
で
す
が
、
対
象
年
齢
が
40

歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60
歳
、
65

歳
、
70
歳
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
自
己

負
担
額
は
、
昨
年
度
か
ら
２
６
８
９
円

に
減
額
さ
れ
て
お
り
大
変
お
得
で
す
。

一
般
健
診
を
受
診
す
る
際
は
、
付
加
健

診
の
利
用
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問　
協
会
け
ん
ぽ
茨
城
支
部

℡
０
２
９
‐
３
０
３
‐
１
５
８
４

献
血
に
ご
協
力
を

期
日　
４
月
４
日
㈭

時
間　
10
時
30
分
～
12
時
30
分

場
所　
古
河
福
祉
の
森
会
館

問　

健
康
づ
く
り
課

℡
４
８
‐
６
８
８
２

4月の納税など
納期限および口座振替日は

4月30日㈫

固定資産税・都市計画税     　第1期
保育料　　　　　　　　　　 4月分  
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る
付
加
健
診
で
す
が
、
対
象
年
齢
が
40

歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60
歳
、
65

歳
、
70
歳
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
自
己

負
担
額
は
、
昨
年
度
か
ら
２
６
８
９
円

に
減
額
さ
れ
て
お
り
大
変
お
得
で
す
。

一
般
健
診
を
受
診
す
る
際
は
、
付
加
健

診
の
利
用
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問　
協
会
け
ん
ぽ
茨
城
支
部

℡
０
２
９
‐
３
０
３
‐
１
５
８
４

献
血
に
ご
協
力
を

期
日　
４
月
４
日
㈭

時
間　
10
時
30
分
～
12
時
30
分

場
所　
古
河
福
祉
の
森
会
館

問　

健
康
づ
く
り
課

℡
４
８
‐
６
８
８
２

各種相談のご案内

   

市役所各庁舎案内
総和庁舎　℡92-3111　〒306-0291古河市下大野2248
古河庁舎　℡22-5111　〒306-8601古河市長谷町38-18
三和庁舎　℡76-1511　〒306-0198古河市仁連2065
健康の駅　℡92-5771　※各課に直通電話があります。

　　　　　　〒306-0221古河市駒羽根1501
古河福祉の森会館　℡48-6882　

　　　　　　　　　　〒306-0044古河市新久田271-1
開庁時間：月～金曜日、8時30分～17時15分(祝日・年末年始を除く)
◆古河市へのご提案等は、右の送信フォームからも
　受け付けています

相談窓口が分からない場合は、 市民協働課へご連絡ください

人口 (3月1日現在)

区分 期日 時間 場所 予約 申込・問

市民の法律相談

5/10㈮
13時～16時40分
※相談時間は1人30分
まで。

1階会議室102 要予約
5/1㈬8時30分～
※同じ案件での再
相談はできません。
※各日7枠。 市民協働課

5/14㈫ 3階会議室A
5/16㈭ 中央公民館2階
5/24㈮ 1階会議室102

行政相談 5/8㈬ 10時～12時 1階会議室102 要予約
5/1㈬8時30分～

税務相談 5/14㈫ 13時30分～16時30分 1階会議室102 要予約4/10㈬～
9時～16時

関東信越税理士会古河支部
℡31-1540(坪野)

在住外国人
生活相談 月～金

9時30分～11時30分
13時30分～16時30分 ふるさと館 母国語での相談の

み要予約
外国人アットホームin古河
( 企画課内)℡92-1404

8時30分～17時15分 要相談 要予約 古河市国際交流協会事務局
( 企画課内)

女性相談・家庭児童相談 月～金 8時30分～17時15分 古河福祉の森会館 不要 子育て包括支援課℡48-6884

DV相談 月～金 9時～17時 非公開 要予約 古河市配偶者暴力相談支援
センター℡48-2280

心の健康相談 4/25㈭ 13時30分～16時 健康の駅 要予約 健康づくり課
℡48-6883

就学相談 月～金 8時30分～17時15分 指導課 要予約 指導課

障がい者相談 4/24㈬ 13時30分～15時30分 野本電設工業コスモスプ
ラザ会議室1 不要 障がい福祉課℡92-4919

ひきこもり相談 月～金 9時～17時 健康の駅 要予約 福祉推進課℡92-5771

認知症・高齢者に関する
個別相談 月～金 8時30分～17時 高齢者サポートセンター

古河・総和・三和 要予約
古河℡23-6517
総和℡23-5661
三和℡77-1901

出張年金相談
4/17㈬

10時～14時30分 古河商工会議所
（鴻巣1189-4）

3/18㈪～ 下館年金事務所
℡0296-25-08295/15㈬ 4/15㈪～

消費生活相談 月～金 9時～12時
13時～16時

古河市消費生活センター
( 商工観光課内) 不要 古河市消費生活センター

℡23-1718

人権相談 5/8㈬ 13時～15時 1階市民相談室
1階相談室1-3 要予約 人権推進課

人権生活相談 第2・4土曜日
9時30分～11時30分 隣保館

要予約 隣保館℡48-1989
広域隣保人権生活相談

月・木(4/29を除く)9時30分～11
時30分、山田幸助相談員 1階市民相談室

火・木・金10時～12時
峯和代相談員 第2庁舎

生活困窮者相談
(就労支援) 月～金 8時30分～17時15分 たんぽぽ館 要予約 古河市生活支援センター

℡92-7017

心配ごと相談 水曜日 13時30分～15時30分
古河福祉の森会館/三和
地域福祉センター(会場
輪番)

要予約 古河市社会福祉協議会
℡48-0808

寄付寄付

　古河ロータリークラブか
らハナモモ(25本)植樹一式
の寄付。
　古河東ロータリークラブ
からカキツバタに関する看
板1基、地名碑「御所沼道」
1基の寄付。

住民基本台帳から
総人口 140,295人(－116)
男 70,934人(－59)
女 69,361人(－57)
世帯数
             64,812世帯(+60)
 ( 　)内は前月比



　関東どまんなかサミット情報
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２月号「読者アンケート」でいただいた
ご意見(一部抜粋)を紹介します！

ん
な
お
酒
が
好
き
で
、
甘
露
煮

に
よ
く
合
い
ま
す
。
市
内
に
こ

ん
な
に
た
く
さ
ん
お
店
が
あ
る

こ
と
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

(

フ
ィ
ン
チ
万
歳
次
郎
・
20
代)

◆
甘
露
煮
の
歴
史
に
つ
い
て
の

記
事
が
と
て
も
良
か
っ
た
で

す
。
カ
ン
ロ
く
ん
の
存
在
も
知

れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

(

タ
ロ
ー
・
20
代)

◆
70
年
前
は
、
店
の
脇
で
串
に

刺
し
た
鮒ふ

な

を
転
が
し
な
が
ら
焼

い
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま

し
た
。
鮮
度
が
悪
い
鮒
は
、
焼

い
て
い
る
う
ち
に
身
が
こ
ぼ
れ

て
使
い
物
に
な
ら
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
昔
は
一
匹
一
匹
手
作

り
で
大
変
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

(

80
代)

◆
子
ど
も
が
い
て
引
っ
越
し
て

来
た
ば
か
り
な
の
で
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
情
報
が
詳
し

く
載
っ
て
い
る
の
は
す
ご
く
良

か
っ
た
で
す
。

(

20
代)

■
今
年
も
市
内
中
学
校
に
甘
露

煮
が
提
供
さ
れ
、
お
い
し
そ
う

に
頬
張
る
生
徒
の
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
伝

統
の
味
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

◆
私
も
現
在
3
歳
の
男
の
子
の

子
育
て
を
し
て
い
ま
す
が
、
17

年
前
の
小
さ
な
子
が
た
く
ま
し

く
成
長
し
て
い
る
表
紙
の
写
真

を
見
て
、
私
も
頑
張
ろ
う
と
励

ま
さ
れ
ま
し
た
。

(

し
ょ
う
マ
マ
・
30
代)

◆
表
紙
の
親
子
の
お
二
人
は
、

時
の
流
れ
が
感
じ
ら
れ
て
成
人

の
節
目
に
す
て
き
だ
と
思
っ
た
。

(

は
な
・
50
代)

◆
表
紙
が
最
高
で
し
た
。
私
も

今
か
ら
息
子
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

(

Ｗ
受
験
生
・
40
代)

◆
７
ペ
ー
ジ
の
甘
露
煮
店
の
写

真
が
良
か
っ
た
で
す
。
家
族
み

栃木市(栃木県)
■とち介 10th Anniversary@ゆ
いのマルシェ
　栃木市マスコットキャラクター
とち介が蔵から現れて、今年は記
念すべき10周年！　一緒にマル
シェを開催します。
日時　4月13日㈯10時～15時
場所　栃木市美術館・文学館屋外
広場(入舟町7-26)
※詳細は、栃木市ホームページを
ご覧ください。
問　広報課
℡0282-21-2172

野木町(栃木県)
■若の原農村公園の芝桜 
　例年4月頃から地元の人が管理する芝桜が見事に咲
き誇り、丘一面がピンク色に染まります。
　のんびりとした自然の中で春の息吹を感じてみませ
んか。
場所　若林771
問　産業振興課 
℡0280-57-4152

加須市(埼玉県)
■第15回加須市民平和祭 ジャン
ボこいのぼり遊泳　
　全長100メートル・重さ330キ
ログラムの世界一大きい「ジャン
ボこいのぼり」が大空を泳ぎます。
期日　5月3日㈮
場所　利根川河川敷緑地公園ほか
内容　平和式典、ステージイベン
ト、物産販売など
※詳細は、加須市ホームページを
ご覧ください。
問　観光振興課
℡0480-62-1111

板倉町(群馬県)
■いたくらまち魅力発見バスツ
アー
　関東一円に分布する雷電神社総
本宮の見学や揚舟への体験乗船、
昼食は板倉町の郷土料理を堪能で
きます。
　また、ツアーには情熱とユーモ
アあふれる地元の観光サポーター
が同行し、さらに楽しい旅へとエ
スコートします。
日時　5月3日㈮9時
対象　関東どまんなかサミット関
連自治体在住の人
定員　40人程度
問　企画財政課℡0276-82-6125

小山市(栃木県)
■おやま二千本桜まつり　
　ソメイヨシノと思川桜のライトアップを行うほか、
市内各所で催しを実施します。
期間　4月14日㈰まで
※5月5日㈰まで小山総合公園にて、こいのぼり群遊
を行います。
場所　ソメイヨシノ：間々田八幡公園、小山思川温
泉、豊穂川沿いの桜並木
思川桜：小山市役所西側思川桜堤、大沼親水公園
問　(一社)小山市観光協会℡0285-30-4772



施設の愛称
コスモスプラザ(三和地域交流センター)、
いちょうプラザ(駅西地域交流センター)、
古河はなもも体育館(中央運動公園総合体
育館)、古河公

くぼう

方公園(古河総合公園)
広 告

   

＜ホームページ＞ 

株式会社ソーシン 

 お問い合わせ 総務部 
 ☎ 04-2936-3161 

WEB http://sohshin-net.co.jp 

茂田（つとむ）建築

新築・注文住宅・リフォーム工事・住宅ローン・火災保険申請

まちの大工さん

古河市東牛谷

新築・リフォームをお考えの方は 

ぜひ、ご相談を！ 

 

古河市イーエス中央運動公園

ネーミングライツ参加

日野自動車 古河工場 期間従業員大募集！！
しっかり稼げて誇れる仕事が、ここにあります。

ご予約・お問い合わせ：日野自動車採用センター  　  0120-541-376

https://www.hino-works.infoWEB

9:00～19:00平日 9:00～17:00　土・祝

詳細はコチラ！>>>
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広告内容などについては、広告スポンサーに直接お問い合わせください。

※有料広告掲載については、 シティプロモーション課(℡92-3111)へ問い合わせください。



◀

ご近所さんと見上げる空

【問】 シティプロモーション課

これからもずっと古河市！

～みんなに伝えたい古河の魅力～

こがでくらすと
青空がキレイ！

　年明けに姪
め い

っ子と凧
た こ

揚げをしました。古河市の郊外で
は写真のようにきれいな青空が見られます。
　「高くまで揚がったね」と近所の人から声をかけても
らいました。近くを通るご近所さんの温かい声も古河市
の魅力の一つ。何十年後もこのような光景が残っていて
ほしいです。

　あなたのくらしに欠かせない古河の魅力は
何ですか？　右の送信フォームから教えてく
ださい。お送りいただいた写真の中から、毎
月1枚掲載します。

令和6年4月1日発行
発行：古河市役所　〒306-0291 茨城県古河市下大野2248 ℡ 0280-92-3111
編集：シティプロモーション課　Mail：city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp

読者アンケート

city.pr@city.ibaraki-koga.lg.jp
（タイトルは「読者アンケート応募」とする）

〒306-0291  茨城県古河市下大野2248
古河市役所　 シティプロモーション課

Q１   今月号で良かった内容や写真があれば教えてください

Q２   取り上げてほしい内容や企画があれば教えてください

Q３   お気に入りの場所やオススメのお店を教えてください

アンケート

※お寄せいただいたご意見等は、紙面に掲載する場合があります。また、ご
意見には個別回答いたしませんのでご了承ください。

「アンケートの回答・住所・氏名・ペンネーム・年齢」を明
記の上、下記宛先までご応募ください

は が き で 応 募

メ ー ル・ 2 次 元 コ ー ド で 応 募

今月のプレゼント

4/15
必着

※アンケート回答者の中から抽選でプレゼントが当たります。
※当選者には引換券をお送りします(品物は発送しません)。

【お店をPRしませんか】
読者アンケートのプレゼントを提供していただけるお店を随時募集
しています。詳細は、シティプロモーション課までご連絡ください

皆さんの「こがでくらすと」募集中！

HARIO㈱さん
からのプレゼント

ガラスのドリッパー・サーバーセット
(未使用展示品)　5名様

古河市在住30年　林将之さん

ふるさと納税返礼品
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